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◆第 2次 糸満市子どもの読吉活動枠逸計働 (平成 27年度～平成 31年友)友鉄

は、抗書体験の建鎖をイメージしてギとかれています。子どもの項の読吉習慣は、

次の世代によでつなげる賠 り物ですよというメッセージが基められています。

◆第 4次糸満市子どもの抗守渚勃推進計働 (今
～

7年度
～
谷オロ11年度)表欲にも

イえ用 させていただいております。



はじめに

読書は、子 どもたちが言葉を学び、豊かな感性や考える力

を育み、幅広い知識を習得することができ、「生きる力」を養

ってい くうえで欠 くことの出来ないものです。

この度、糸満市教育委員会では、「第 4次糸満市子 どもの読

書活動推進計画」を策定する運びとな りました。これは、国

の「第五次子 どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」及び沖縄県の「第五次沖縄

県子 どもの読書活動推進計画」を踏襲 しつつ、本市の実態に即 した独自の施策を検討 し、

子どもたちの読書活動を一層推進するためのものです。

近年、国民の読書習慣は社会の変容に伴い、大きく様変わ りしていますもデジタル技

術の進歩により個人が膨大な情報容易に入手できる様になり、電子書籍の登場はあらゆ

るジャンルの本を手軽に読む事を可能にしました。一方、一か月にまったく読書をしな

いとする人の割合、不読率が 60%を 超えたとの報告が大きな話題 となりました。

それは子 どもたちを取 り巻 く環境も同様であり、国や県においても急速な社会のデジ

ボル化や GIGAス クール構想等を踏まえ、デジタル技術を活用 した読書の環境整備に

ついて言及 しています。

新たな媒体による様々な形態の読書が身近な存在となってきてお り、それらに対応 し

た環境整備は重要な課題 となっています。一方、旧来の絵本や紙の本での読書も、脳科

学の分野からその効能が明らかになってきてお り、引き続き子 どもたちの成長に重要な

役割を果たしていく物であると考えられます。

これからの時代においては、成長段階や場面にあわせて「多様な読書」を、バランス

良く使い分ける感性と能力が求められています。

糸満市教育委員会は、子どもたちが読書を通 じて豊かな心を育み、個々の自己実現に

向かって成長 していくことを願ってお り、ブックスター ト事業をはじめ、市民や民間事

業者 と一体 となって、子どもたちが健やかに、その能力を仲ばし、成長 していける読書

環境づ くりを目指 しています。

本計画推進の為に、市民及び関係者の皆さま方には引き続き、ご理解ご協力を賜 りま

すようお願い申しあげます。

糸満市教育委員会

教育長 屋良 朝俊

令和 7年 4月
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第 I章 計画の策定にあたつて

第 1童 計画の し あたって

1日 読書活動の意義と「子どもの読書活動の推進に関する法律」

子どもは、読書を通 じて、読解力や想像力、思考力、表現力等を養うとともに、多

くの知識を得たり、多様な文化を理解 したりすることができるようになります。ま

た、文学作品にカロえ、自然科学・社会科学関係の書籍や新聞、図鑑等の資料を読み深

めることを通 じて、自ら学ぶ楽 しさや知る喜びを体得 し、さらなる探究′dや真理を求

める態度が培われます。

日本では、平成 13年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」
I(以

下「推進

法」 という。)わ 成ヾ立 しました。推進法は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念

を定め、国および地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動

の推進に関する盛要な事項を定めることにより、それに関する施策を総合的かつ計画

的に推進 し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的としています。基本理

念は、以下のようになっています。

子ども (お おむね十八歳以下の者をいう。)の読書活動は、子どもが、言葉を学び、

感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を

身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子ど

もがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行 うことができるよ

う、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。

以上か ら、全ての子どもたちが自主的に読書活動を行 うには、私たち大人が積極的

にその環境を整備 しなければならないことがわかります。

1全文は資料編 p57を ご覧ください。

・文部科学省 r子 どもの読書活動の推進に関する法律」

(hllps://wWW・ mex十 .go.jp/o_menu/sh。|。u/dokuShO/1ink/o80617/O03.pdf)



第 l章 計画の策定にあたって

2日「第 4次糸満市子どもの読書活動推進計画」の概要

(1)計画の目的

自ら進んで読書を楽しみ、読書に親しみ、

読書を活かすことができる子どもの育成

「子 どもの読書活動の推進に関する法律」における基本理念は、「子ども (お おむね

十八歳以下の者をいう。)の読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現カ

を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠

くことのできないものであることにかんざあ、すべての子どもがあらゆる機会とあら

ゆる場所において自主的に読書濫動を行うことができるよう、積極的にそのための環

境の整備が推進されなければならない。」と定められています。

この基本理念にのっとり、国で策定された計画「第五次子どもの読書活動の推進に

関する基本的な計画」、県で策定された計画「第五次沖縄県子どもの読書活動推進計画

～五感で拓 く多様な読書え」、そして本市で策定された計画「糸満市総合計画」ならび

に「糸満市教育大綱」を基本 とし、「第 4次糸満市子どもの読書活動推進計画」を集

定し、計画の目的を第 3次計画 と同様、上記のとおり定めます。

また、沖縄県第五次計画の基本方針 として、「不読率の低減」「多様な子ども連の読

書機会の支援」「デジタル社会をいか した読書環境の充実と濫用」「家庭・地域・学校

を通 じた社会全体での取 り組みの推進」が掲げられております。障害のある子、文化

的言語的な多様な背景を持つ子や読書が好きではない子等、多様な子どもたちの可能

性を引き出すための読書環境の整備が捲要であること、子ども違の健康や発逹段階等

に配慮 しつつ、電子書籍等の利用、学校図書館や図書館の'D X2の 捲要性、就学時前の

豊かな読書経験が盛要なことが示されています。他にも、児童生徒が読書を楽 しみ、

主体的に本を読むようになるために、「量から質への転換」 として、これまでの推進計

画で示されてきた「一人当たりの図書貸出冊数」の目標値を第五次推進計画では設定

しないこととしています。

本市の第 4次推進計画、では、これ らの県の基本方針に基づきながら策定していきま

す。

2デジタル トランスフオーメーション。デジタル技術を活用して図書館のサービス、運営、利用者体験を革新すること

を指 します。

2



第 1章 計画の策定にあたつて

(2)計画のテーマ

今こそ読書を通して子どもたちの生きる力を育む

～人生 100年時代の読書推進～

第 3次計画で作成されたテーマですが、これからの社会を生きる子どもたちを、読

書を通 してA援するということが含まれており、今回の計画でも本テーマを意識 して

取 り組みを具体化 していきます。

3

【多様な読書とは】

多様な子ども達の読書活動を推進するため、第五次沖縄県子どもの読書活動推進計画

では多様な読書を次のとおり定義しております。

活字の本を読むことだけではなく、マンガや雑言志、新聞を読んだり、CDや DVD等

の資料を見たり聞いたりすることで内容を理解することも含まれます。また、インター

ネッ トで調べたり、パンフレットを読んだり見たりすることで内容を理解することも含

まれます。さらに、展示されている模型等を観たり、触ったりすることで内容を理解す

ることも含みます。

【図書貸出冊数の目標値について】

沖縄県第四次擁進計画 沖縄県第五次推進計画

小学校 |10冊

中学校 401冊

高等学校 8冊

特別支援学校 701冊

ｋ
Ｄ
／

図書貸出冊数を指標 としない

「量」より「質」への転換

第五次沖縄県子どもの読書濫動推進計画より抜粋



第 I章 計ピ百Jの策定にあたって

(3)計画の目標と成果指標

前述の計画の目的を踏まえ、子どもの対象別に第 3次推進計画と同様、以下の目標

を定め、計画を推進していきます。

【乎L幼児】

目  標 家庭での読み聞かせの定着

成果指標 第2子以上の子どもを持つ保護者が子どもに読み聞かせをする頻

度 週2～ 3回以上 60%

【小学生】

目  標 読書習慣の定着

成果指標 ①「読書は好き」と答える児童の割合 75%
②学校の授業以外に、平日、1日当たり30分以上読書をしている

児童の割合 50%
③学校の授業以外に、平日、全く読書をしない児童の害J合 22%以下

④市中央図書館と連携している学校の割合 100%
⑤ボランテイアを活用する学校 100%

【中学生】

目  標 読書時間の確保

成果指標 ①「読書は好き」と答える生徒の割合 75%
②学校の授業以外に、平日、1日当たり30分以上読書をしている

生徒の割合 50%
③学校の授業以外に、平日、全く読書をしない生徒の割合 37%以下

④市中央図書館と連携している学校の割合 100%
⑤ボランテイアを活用する学校 100%

4



第 I章 計画の策定にあたって

(4)計画の期間

国や県が定める子どもの読書活動に関する諸計画や、本市の上位計画 (糸満市総合

計画、糸満市教育大綱)を 受け、今和 7年度 (2025年度)か ら今和 |1年度 (2029

年度)ま での 5年間を計画期間と設定 します。

ただ し、社会情勢の変化や、計画の進↓′ケ状況等により、計画内容と現状に乖離が見

られる場合等には、蜂要にAじ て見直しを行います。

(5)計画の進捗管理と評価

本計画を実効性のあるものとして推進するために、読書活動推進の取組の進捗管理

と評価について、定期的 (毎年度 1回程度)に実施します。評価は「糸満市子どもの

読書活動推進委員会」にて行い、計画推進の途中でX妥があれば見直し等を行うもの

とします。

5

令和5

(2023)
令和6

(2024)
令和7

(2025)
令和8

(2026)
令和9

(2027)

令和10

(2028)
令和H
(2029)

令和12

(2030)

国 第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画

県
第四次

推進計画
第五次沖縄県子どもの読書活動推進計画

～五感で拓く多様な読書～

市 第5次糸満市総合計画 第6次糸満市総合計画

糸満市教育大綱 糸満市教育大綱

糸満市教育振興基本計画

第3次糸満市
子どもの読曽活動推進計画

(R3～ R6年度)

第4次糸満市子どもの読書活動推進計画





第 2章

読書が子どもたちに

与える影響





第 2章 読書が子どもたちに与える影響

第 2章 どもたち I 与える影響ヒ

1.子どもの学力と読書の関連性

以下は「今和 5年度全国学力・学習状況調査
I」 に公表されている子どもの学力と読

書の関連性についてです。学力との間に一定の関係が見 られる項 目を抜粋 し、教科の

正答率 とのクロス集計とその分析により分析結果が公表されています。なお、クロス

集計については、相関関係がみられるかを分析 したものであり、因果関係を示 したも

のではありませんが、

○読書が好 きな児童ほど、教科の平均正答率が高い傾向が見 られる

○家にある本の冊数が多い児童ほど、教科の平均正答率が高い傾向が見られる

と報告されております。

(1)「読書は好き」と答えた児童の方が、教科の平均正答率が高い傾向

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
その他

剛
□熙ユ襲てはまらない

どちらかといえば、当てlよ まらない

無回笛

質問番号 質問事項

′
Jヽ 24 読善は好きですか

【小学校】

5年度

0竹   10路  20。・ 30路  40与  50時  60。ィ 70% 80ヽ  90埓  100ヽ

(正答率 )

算数

1詳
細は以下のURLか らご覧ください。

(hllps://wWW・ nier.go.jp/23chousokekkahoukoku/report/dolo/23qn_k.pdf)

００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

国語

6

I191 1()23' 7

68 4

58 557 4



第 2章 読書が子どもたちに与える影響

(2)「家にある本の冊数が多い」と答えた児童の方が、教科の平均正答率が高い

傾向

爵

5年度

(亜 答寧)

190%

90ユ。

80路

70'。

60■ゃ

50路

40η。

30%

20%

10%

0%

0～ 10冊
101～ 200n0
そのl也

14～ 25冊〕
201-5 0 0Fl
無回盗

5年度

10(l路

90'。

80亀

70。ゎ

60。そ

50%

40。ゃ

30佑

2幌

10。。

鶴

26～ 刊O Or翻

501Fむ以上

囲
囲
□
一

盤

翻番号 質問事工東

4ヽ 22

中 22
あなたの家には、およそどれ くらいの本がありますか (雑誌、新聞、教科書は除 く〉
〔(一般

`チ

,雑誌、新 F葛弓、教科書は除 く)〕

【小学校】 【中学校】

IV`, :il)

0。。  10L 20ヽ  30。。 401, 50d, 60路  70。。 80% 90。。 100。,

国語 算数

0。。  10。。 20路  30% 40佑  501ゃ  60Ъ  70ae 30孫  90% 100%

)

国 語 数学 英議

(正答率

12(i
It::!!ど !II

11'〔 : 1ヽ  1 II:〕
12 よイゼ

712

50 1

7



第 2章 読書が子どもたちに与える影響

2日 読書に関する経年変化

「平成 3+年度全国学力・学習状況調査
2」 にて公表されている学力とのクロス分析

の質問項目について、「今不口5年度全国学力・学習状況調査
3」 ょり経年変化を抜粋 し

ました。それぞれの質問項 目の「基準」について、増カロ・減少等を記載 しています。

No 比較対象 基準 変化 表記

耳 前回調査 5ポイント以上増加 (減少)している場合
増 加 千

減少 ↓

2 調査 F汗弓始年度調査

又は

最大 9園前の調査

5ポ イント以上 10ポ イント未満、嬉加 (減少)

している場合

女曽加

減少 ヽ

3
増 加 ′′

減少 ヽヽ
10ポ イント以上増加 (減少)し ている場合

(1)昼休みや放課後、学校が休みの日に、本(教科書や参考書、漫画や雑誌は除く)

を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館(そ

れぞれ電子図書館を含む)にどれくらい行きますか。

基準 「月に 1～3回程度以上」

週に 1～ 3団程度行く    lllll 月に 1～ 3回程度行く

ほとんど、または、全く行メ9｀ない

無圃笞

晏

一

だいたい週に4回以上行く

年に数回程度行<
その他

質 P口弓
番号

前  回
との比較

最大9囲前
との比較

質 Fn弓 事項

′よヽ 21 と ヽヽ 昼体みや放課後、学校が体みの日に、本 (教科書や参考書、漫画
や雑誌は除く)を読んだり、借 りたりけるために、学校図書a菖 ・

学校区書室や地域の図書館 (それぞれ電子図書館を含む)に どれ
くらい行きますか中 21

【小学校】

5年度25

31年度 ■岳:日
'

29年度 と。:1夕 |

28年 度 31 131

27年 度 Ⅲ5il'″

26年 度 35!15▼

25年度 3.T

【中学校】

5年度115.I ‖.5

31年度 ゼ2(i″

29年鹿:を 9ヽ

28年度?0ヽ 6112

27年度9260

26年度ゼ25エ

23年度25168

を11 59('

12 1 12と ,1

11ニ !:′ H ti

2`'_' S7S

I16 ?〔; 空 36,

11 1 22 8 578

H,3 21よ

0略   10第  20路  30% 40≒  50。℃ 60じ】 704・  80路   90。( 100ヽ 0打   10ヽ  20佑  30壁  40に, 50碇  60。 , 70。。 80ヽ  90馬  100髯

2詳
細 :よ 以下の URLか らご覧 ください。(https://wWW・ nier.go.jp/19ChOusokekkohoukoku/report/dol。 /19qn・ pdf)

3詳
細 は以下の URLか らご覧 ください。

(hllps://wWW・ nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/reporl/do19/23qn_k,pdf)
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第 2章 読書が子どもたちに与える影響

経年変化をみると、月に 1回以上行くと回答している児童の割合は、小学校におい

ては減少傾向、中学校においては概ね横ばいとなっています。

(2)学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、 1日当たりどれくらいの

時間、読書をしますか(電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画雑誌は除

く)。  基準「30分以上」

28蓉間奴上    国 18き

重O分以上、30分より少ない

その他       E]無回

20き 間より少ない
40分よ rっ 少ない

剛130分以上、19き閤より少なしヽ
囲  全くしない

質問
番号

前  回
との比較

最大9回前
との比較

質問事項

Eヽ 20 学校の授業時間以外に、普段 (月 曜日から金曜日)、 1日 当たり
どれ くらしヽの時 F日号、読書をしますか (電子書籍の読蕃も含む。教
科書や参考書、漫画や雑誌は除 く)中 20

【小学校】

5年度 τダ

4年度 ′ガ

3年度 ↑ら
'1く

,さ

【中学校】

6年度 SISl

4年度 477ら 150

8年度 う岳

31年度 .1工 IT T ll(;31年度 7● 41

30年度 τ8 30年度 61 トケ

29年度
`,

29年度 う8諄 :

28年度
`S

28年度 品$81

27年度 ,い 27年度 6r単 7

26年度 ττ 26年度 いγ ,0

25年度 6, 11,畢 26年度 う6:ト エ

ぽ・。  10党  201。  30祐  40。ャ  501。   60喝   70'ぉ  80ヽ  90ヽ  100億         0比   10にど クole aO% 40監  50転  601. 70名  白0篤  00比  100ヽ

経年変化をみると、小中学校において 十日当たり「30分以上読書する」と回答 し

ている割合は概ね横ばいとなっており、大きな変化は見 られません。

(7



(3)新聞を読んでいますか。基準「月に 1～3回程度以上」

第 2章 読書が子どもたちに与える影響

月に 1～ 3回程度読んでいる

無園替

質 Fβ暑事項

1圃
i圏 層暦死屋畜察雇なP盆<員数想風

1駈

昌整寵
売んれる

【小学校】

新聞を読んでいますか

【中学校】

5年度

4年度

3年度

31年度

30年度

29年度

28年 度

27年度

26年度

25年 度

1 1 ｀ |

ど1, ,■ 1

争,3!1)｀ ヽ

ケ 1:1ビ 1

7 3:11('

A0

5年度

4年度

3年度

31年 度

30年 度

29年度

28年度

27年度

26年 度

25年度

ft'

|,2(:'、

3571

:ふ  てくヽあ 二る辞

う0 ,P

S, 12()

fl:12を

`官

空

0恥   10第  20ヽ  30比  401 50指   60。,  70■Ю 80猛  90略  100        0第   10% 201, 30時  40% 60% 603マ  70ヽ  80ヽ  90勇  100拓

経年変化をみると、小中学生とも「月に |～ 3回程度以上」と新聞を読んでいると

回答 している児童の割合は、調査開始年度からしヒベ、減少傾向が伺えます。

これ らの項目については、今和 5年度調査では学力との間に相関関係が見られてお

りませんが、平成 31年度調査では、教科の平均正答率が高い傾向にあると報告され

ております。

【参考】

文化庁による今和 5年度「国語に関する世論調査」では、 |力 月に 1冊も本を読ま

ない人が 6割 を超え、読書離れが進んでいるとしていますが、電子媒体など本以外の

活字を読む機会は広がっており、単純に活字離れとは言い切れないとの見方を示 して

います。併せて、読書は国語力を養 う活動の一つでもあり、本に触れる機会を確保す

るのは童要であるとしています。

最大9国前
との比較

質閣

番 ,,

おヽ

中

23

23

二竜

ヽヽ

,1(' ,1, 0

I〔it rt r

I11, ?0 1

19あ ‖ 61 Z

〔】r, 7lⅢ ,(,II

:串 争:1111(,4‖
|】9 ,

〔)(J 15!`:iIII1 21 2 111 515

31.0S(J よう よ:11111ク 19‖

lll l 50 217ケ :ilⅢ 坐 車

.15912ク
|:11〔

)ll l:::i:IIII1 2?.守

手 11'|: ft, ,

I,1' イヽ 〔i

12(I ケ哲ヽ 1

1う fl

3,.再 :〔17 :5缶

17(i (it〕 希

19,(l‖ Ⅲl 岳

| イ〕:〕 :

II〔
,,11

tO ti |う :1 とヽ,9 希ヽ _'

田
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第 3章  糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

第 3童 糸満市にお Iサる読書・読み間かせの現状と課題

lB糸満市の子どもたちの現状と課題

(1)保護者から子どもへの読み聞かせの頻度から見える現状と課題

以下は、今和 5年度にブックスター ト1に
参加 した保護者のうち、アンケー トに協カ

した 474人が回答 したものです。「お子さんに絵本を読んであげる時間を持つように

していますか」という質問に、「毎日読んでいる」「 1週間に週 2～ 3回」「 1週間に I

回」「|力 月に数回」「読んでいない」の 5項 目で聞いていますが、これを「とても当

てはまる」「やや当てはまる」「あまり当てはまらない」「全く当てはまらない」の4項

目に当てはめると、以下のようになります。

0子どもへの読み聞かせの頻度(令和 5年度糸満市ブックスタートアンケートより)

N(対象者数)=553、 n(回答数)=503
とても

当てはまる

やや

当てはまる

あまり

当てはまらない

全く

当てはまらない
合計

毎日 週 2～3回 週 1回 月数回 読んでいない

第1子
41人

24.8%

42人

25.5%
33人

20.0%

49人

29.7%
165人

第2子以降
71人

21.0%
117人
34.6%

100人
29.6%

50人
14.8%

338人

合計
112人

22.3%

159人

31,6%

133人

26.4%

99人

19.7%
503人

子どもへの読み聞かせの頻度 (糸満市ブックスタートアンケートより)

令和5年度N=553、 n=S∝

令和5年度第1子

令和5年度第2子以降

0% 200/。 400/。 60% 80% 100%

囲 とても当てはまる 国やや当てはまる ■あまり当てはまらない国全く当てはまらなとヽ

1ブ ックスター トとは、赤ちゃんと絵本を通して楽しさと喜びを分かち合うための活動で、糸満市では平成 23年度か

ら実施 しています。健康推進課が行う乳幼児健康診査 (前期 :3～ 5か 月)と 同時開催 しているため、乳幼児健康診査

を受診する保護者全員を対象としています。ブックスター ト推進員が絵本を通 した子どもとの触れ合い方や読み聞かせ

の仕方を保護者に伝えた後、 5種類の絵本のうちからI冊をプレゼントしています。

29.7%25,5%
警
導
゛

幸

■

す

０

与

手 予

↓

〓

■

‘

■

34.6%

而

廟

%朋



第 3章  糸満市における読書・読み間かせの現状と課題

第 1子 を持つ保護者の読み聞かせの頻度と、第 2子以上を持つ保護者の読み聞かせ

の頻度をしヒ較すると、「まったく当てはまらない (読んでいない)」 の値が 27.7%か ら

14.8%と 14.9ポイント低 くなっています。このことか ら第 2子以降からは読み聞か

せに関J(が高まっていると考えられます。

また、第 3次計画作成時の谷和元年度にブックスター トに参カロした保護者アンケー

トより、今和元年度と今和 5年度を比較すると、「まったく当てはまらない (読んで

いない)」 の値が、第 1子で 35.7%か ら 29・ 7%、 第 2子以降で 21.9%か ら 14.8%

とそれぞれ低 くなっており、以前より若千ながらも読み聞かせに関Jせ を持つ保護者が

多くなっていることが考えられます。

子 どもへの読み闘かせの比較 (糸済市ブックスダー トアンケー トより)

今和元年度 n=523今 和5年度 n章 503

令和元年度第1子

令和5年度第1子

0% 20% 40% 60% 80% 100%

囲とても当てはまる 圏やや当てtよ まる ■あまり当てはまらない[ヨ全く当てはまらない

令和元年度第2子以降

令和5年度第2子以降

0% 200/。 40% 60% 80% 100%

【課題】

ブックスター ト会場アンケー トでは、「まったく当てはまらない (読んでいない)」

と答える保護者の割合は改善 していますが、一方、「とても当てはまる」「やや当ては

まる」 と答える保護者の割合に大きな改善は見 られず、「読み聞かせは読書への入り

口」であることからも、何 らかの対策を講 じる盤要があります。

読書習慣の定着のためには成長にAじ て継続 した読み聞かせ等の支援がX要である

ことから、今和 6年度からブックスター ト事業の拡充として、セカンドブックを 1歳

6カ 月児を対象に開始 しております。今後も、成長にAじ た切れ日のない施策の展開

が必要 と思われます。

35。7%

29.7%

題踊 個 画

霞困 彊 題嗣

22.8%

34,6%

霊廟 霞 國瓶
1霊醐

1,】ll,II,11,,II         I画期
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第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

(2)小中学生における読書の現状と課題

小中学生における調査は、小学 6年生・中学 3年生を対象とした「今和 5年度全国

学力 ,学習状況調査2」 、及び今和 6年 +2月 に糸満市教育委員会で行つた小学 6年

生・中学 3年生を対象とした「今和 6年度読書に関するアンケー ト」を参考として、

読書の現状と課題を見ていきます。

① 令和 5年度全国学力・学習状況調査

アー(7)小学生 『読書は好きですか』

全 国

平成31年度

令和5年度

平成 31年度 〓1,040,506 年度 n=9 ,345

0%         20%        400/c

囲当てはまる

■どちらかといえば、当てはまらない

60%        80%        100%

田どちらかといえば、当てはまる

囲当てはまらない

沖縄県

平成31年度

令和5年度

糸満市

平成31年度

0%

平成 31年度 n 13,258 年度 n〓 14,7

20。/o 409″。 60%

平成 31年度 n=690  令和 年度 n=667

800/O 100%

令和5年度

0%          200ノ6         400/0         600/0         800/0         100%

小学生に関 して、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」 と肯定的に答えた

割合は、今和 5年度、全国平均は 71.8%、 沖縄県平均は 72.0%なのに対 し、糸満市

は 70。 9%と なっていて、全国平均、沖縄県平均 としヒ較すると若千低い状況 となってい

2詳
細は以下の URLか らご覧ください。

(h十lps://WWW・ nier.go.jp/23chousokekkohoukoku/faCiSheel/47_okinaw9/index.himl)

30.7% 16.7% 8,3%44.3%

39.4% 囲 Ш

32,9% 8,0%41.9%

39,0% 33.0% 爾        1而 |

廟

36.1%

36,7%34.2%

即 圃

団 圃
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第 3章  糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

ます。平成 31年度調査としヒ較 して、全国的に読書好きが減少 している傾向の中で、

糸満市においては I.9ポイン トと若千ではありますが読書好 きが増えています。

アー
(イ )中学生 『読書は好きですか』

全 国

平成31年度

令和S年度

沖縄県

平成31年度

令和S年度

糸満市

平成31年度

令和5年度

平成 31年度 n=977 ,370 5年度 n=923,981(以 降の表で

0%        200/o        40%

囲当てはまる

■どちらかといえば、当てはまらない
どちらかといえば、当てtよ まる

囲当てはまらない

600/o 80% 100%

100%

100%

平成 31年度 =14,044 5年度 n=14, 9

0% 200/0 40%

608   令琴日5 n=580

600′
′。 8陽

800/0

平成 31年度 n

0% 200/0 400/0 600/0

中学生に関して、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」 と肯定的に答えた

割合は、今和 5年度は、全国平均は 66.0%、 沖縄県平均は 62.7%な のに対 し、糸満

市は 60,3%と なっていて、全国平均、沖縄県平均と比較すると若千低い状況となって

います。平成 31年度の調査 としヒ較 しても、肯定的にとらえている割合はこれまでと

変わ らない状況です。

12.8%38.9%

13.7%30.8%35.2%

爾

爾

32.1%33.1%

3生.8% 30.9%

「

ガ幕 И
國

V二1夏|ピミ 選前 劉

31,7%

28.1%32.2%

I:::IIIIIII!1!!!I:!!`!!III:::::Ii       l'】

!!II'】:,II       I函
i

爾 翻
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第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

イ中(7)小学生 『昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、借りたりする

ために、学校図書館や地域の図書館にどれくらい行きますか』

全 国

平成31年度

令和5年度

0%

0%

糸満市

20%        40%

囲だいたい週に4国以上4予 く
■月に1～ 3回程度行く

国ほとんど、または、全く行かない

60%       80%

園 週に1～ 3回程度行く
題1年に数回程度行く

100%

沖縄県

平成31年度

令和5年度

200/0 400/0 80% 100%

5.7%

平成31年度

令和5年度

0% 200/。 400/0 600′
′。 800/。 100%

小学生に関 して、「月 十回以上行 く3(「 だぃたい週に 4回以上行く」「週に I～ 3日程

度行 く」「月に I～ 3回程度行 く」の合計)」 と答えた割合は、谷和 5年度は、全国平均

は 32.9%、 沖縄県平均は 34.2%、 糸満市は 29.8%と なっていて、全国平均、沖縄県

平均より若千低い状況となっています。平成 31年度調査としヒ較 して全国的に図書館ヘ

行 く割合が低 くなっているのは、コロナ禍によって外出の機会が少なくなったことも考

えられますが、糸満市では半数近 くは「ほとんど、または、全く行かない」状況となっ

ています。

3「 月 1回以上行く」で分析をしているのは、「平成 31年度全国学力・学習状況調査」より、「月 I回以上学校図書館

や地域の図書館を利用している児童の方が教科の平均工答率が高い傾向」とされているためです。

600/o

23.3% 29.4% 29,9%13.7%

25,9% 40.9%10,9% 19.5%

6.9%

16.3% 23.4% 32.5%20.7%

47.3%豚圃 爾
|1廟置

48,3%14.7% 21.6%

田
И .H鍋

園
廟

語駆 靱 醐 一

R翔
―

剛
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

イ…(イ )中学生 『昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、借りたりする

ために、学校図書館や地域の図書館にどれくらい行きますか』

全 国

平成31年度

令和5年度

20%        40%

だいたい週に 4回以上行 く

月に 1～ 3回程度行 く

ほとんど、 または、全 く行かない

60%        80%

□週に1～ 3回程度行く

圏 年に数回程度行く

100%

囲

■

目

沖縄県

平成31年度

令和5年度

0% 200/。 400/。 600/。 800/。 100%

糸満市

平成31年度

令和5年度

0% 20% 40% 600/0 80076 100%

中学生に関 して、「月 1回以上行 く (同上)」 と答えた割合は、今和 5年度は、全国平

均は 18.5%な のに対 し、沖縄県平均が 35.5%、 糸満市は 30,7%で全国平均より高い

状況です。しかし、小学生と同様、平成 31年度調査としヒ較 して図書館公行く割合は全

国的に低 くなっており、糸満市でも「ほとんど、または、全 く行かない」と答えたのは

55.3%で、小学生よりも高い結果になっています。

59.8%21,0%

国 1罰財 1顧 邸 璽 翻
姜 学 攀 竪 L■▼ И

田寵翻
|

42.7%

47.1%

IttI商 幽

商 商 1商ユ
1多

47,7%

55.3%

画 囲 斑瑚

H囲1回|1醐
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第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

ウー(7)小学生 『学校の授業時間以外に、普段 (月 曜日から金曜日)、 1日 当たりど

れくらいの時間、読書をしますか

全 国
7.0%

平成31年度

令網5年度

沖縄県

0%      20%      40%      60%      80%

図 2時間以上         匠 11時間以上、 2時間よ り少ない

■ 30分以上、 1時間より少ない
団

10分以上、30分より少ない

霞 10分より少ない      憑霞全くしない

200/。 40。/0 600/0 800/。

5.7% 6.4%

100%

100%

100%

平成31年度

令租5年度

糸満市

平成31年度

令和5年度

0% 200/。 400/o 600/。 80。/。

小学生に関して、「30分以上
4(「2時間以上」「 1時間以上、2時間より少ない」「30

分以上、 1時間より少ない」の合計 )」 と答えた割合は、今和 5年度は、全国平均は

37,3%、 沖縄県平均は 32.7%な のに対 し、糸満市は 29.4%と なっていて、全国平均、

沖縄県平均より低い状況 となっています。一方、「全くしない (読んでいない)」 と答え

た割合は、糸満市は 35。 8%と なっていて、全国平均、沖縄県平均より高く、糸満市で

4「30分以上」で分析をしているのは、「平成 31年度全国学力・学習状況調査」より、「30分以上読書をしている児

童の方が教科の平均工答率が高い傾向」とされているためです。また、「子供の読書活動の推進等に関する調査研究

(平成 29年 7月 5日 )」 より、「平日の読書時間と意識・行動等に関連性あり」とされていて、図表の区分も「30分

以上」「30分未満」「まったくしない」に分けられていたためです。

25。9%圃 廟 三理 三ヽヽこgこここことこヽN

厖爾 商 ―
|1脚 離目□駆三

25.0% 22,4%

31.生%

囲 囲

賜画 廟
1腟

廟 簿訊田閣醒
ー

重廟 ≡

30.1%

35,8%

國m閉 観函磁閣雲m闘峯

圏 国И I題瓢 三璽 :
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

は 3人にひとりは読んでいないということになります。平成 3+年度の調査としヒ較 して

も、全国的に「全くしない (読んでいない)」 と答えた割合が高くなっており、改善さ

れていないことがわかります。

ウー
(イ )中学生 『学校の授業時間以外に、普段(月 曜日から金曜日)、 1日当たりど

れくらいの時間、読書をしますか』

全 国
4.8% 7.6%

平成31年度

令租5年度

0%         20%        40%        60%         80%

囲 2時間以上         匡ユ1時間以上、 2時間より少ない

■
30分以上、 1時間より少ない

覆翼
10分以上、 30分 より少ない

雷 10分 より少ない      趨
全くしない

沖縄県

平成31年度

令和5年度

糸満市

平成31年度

令和5年度

0% 20% 40% 60% 80%

100%

100%

100%0% 20% 40% 60% 80%

中学生に関して、「30分以上 (同 上)」 と答えた割合は、全国平均は 28,4%、 沖縄県

平均は 27.5%、 糸満市は 27.I%と 全国的に低く、同様の傾向がみられます。一方、「全

くしない(読んでいない)」 と答えた割合は、糸満市は 47,9%と なっていて、全国平均、

23.4% 34.8%

13.2%生4.6%

珈

:II!IIl,ZI:田
―
囲 |

厖函

37.6%

40.9%

田園臣■4霊醐 園租嗣И:

圃 商 1圃 画

46.2%

47.9%

囲回閉1舶茜理:□囲:

囲 囲 IMI醐
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第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

沖縄県平均より高く、全く読まない割合が大きくなつています。糸満市では半数近くは

読んでいないということになります。小学生同様、平成 31年度の調査としヒ較しても、

全国的に「全くしない(読んでいない)」 と答えた割合が高くなっており、改善されてい

ないことがわかります。

② 令和 6年度読書に関するアンケエト (糸満市独自調査)

ア『あなたは、本を読むのが好きですか』

小学校N=726、 n=577、 中学校N=695、 n=488(以下省略)

小学生

中学生

0% 20% 40% 60% 80% 1000/O

囲好き□どちらがというと好き■どちらかというと嫌い固 嫌い

イ『あなたは、一日30分以上、本を読みますか』

小学生

中学生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

囲はい □いいえ

本を読むのが好き (「好き」「どちらかというと好きと)と 答えた割合は、小中学生と

も70%を上回りしヒ較的多く感じられますが、一日30分以上読むと答えたのは20%

程度で、十分な読書時間は確保できていない結果となっています。

43.3%28.8%

44,5%28。1%

國 醐

國 理

79.7%20.3%

82.2%17.8%
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

ウ『あなたが本を読むきつかけは何ですか。3つまで選んでください。』

学校で本を読む時lttlが あつたから
54190/。

4210%

友達,家族・先生のすすめ
18,9%

1915。/。

学校の勉強のため
1410%

1015%

llらないことがわかるから
21,8%

1718。/。

テレビや映画を見て、面白そうと思ったから
37.3%

表紙が好きだから
2911%

鵬静ゆ鵬碗常%

その他

13.5%

20,0%

1319% 囲小学生   回 中学生

58.2%

囲小学生  回 中学生
その他

10,0%

1918%

0.0%      10,0。 /。       2010%      3010。 /1      40,0。 /,      50,0%      `$0。 /。

工 『あなたはどんな本が好きですか。3つまで選んでください』

32,8%

21,S%

と,,7%

16,4%

地理,歴史
18.4%

9.8%

自然科学
12,3%

9.6%

スポーツ
22,7%

19,9%

8.5%

17,6%

本

　

　

説

絵

　

　

小

ノンフィクション(実語)

雑誌

蜘

吻

物

物

010% 10,0%

20

30.0%     40,0%     50,0%     60,0% 7010%



第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

本を読むきっかけは、「学校で本を読む時間があつたから」わヾ全体的に多い結果で し

た。学校での読み聞かせの時間は本を読む習慣に繁がる可能性があります。好きな本

については、小説や絵本が好きという回答が多くありました。その他の意見の中には

漫画が好きという意見も多く、学習漫画が本を読むきっかけという回答もありまし

た。県は多様な子ども連の読書活動を推進するため、多様な読書の推進を定義してお

り、漫画等も含めた幅広い媒体か らの読書のきっかけづくりが求められています。

オ 『あなたは、課題図書を読んだことがありますか』

小学生

中学生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

囲はい □いいえ

小学生は半数以上が課題図書を読んだことがあると答えていますが、中学生におい

ては半数以下という結果で した。課題図書はその学年の児童の成長や発達、学習に適

した内容の本 となるので、多くの児童生徒が読むことが望まれます。

力 『あなたは、電子書籍(タブレツトやスマートフオンなどの携帯、パソコン

で読むことのできるデジタルデータ化された本)を読んだことがあります

か』

小学生

中学生

0% 200/o 40。/。 600/。 800/o 100%

場はい 回いいえ ■読んだことはない力く、読んでみたい

中学生は年齢的にスマー トフオンを持っている割合が多いと擁測され、電子書籍を

読んだことがあると答えた割合は、半数以上でした。小学生は半数には届きません

が、「読んだことはないが読んでみたい」と答えた児童も多く、タブレット等も活用し

ながら電子書籍を読める環境づくりも挺要です。

62.2% 37.8%

57.0%43.0%

40.9% 35.7% 23.4%

22,7% 15。2%62.1%
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

【課題】

① 「読書が好き」と答える児童生徒の割合は全国平均・沖縄県平均・糸満市平均にお

いて大差はないですが、読書が好きな児童生徒を増やすために、関係機関が連携して

取り組むことが搭妥です。

② 学校図書館や地域の図書館を訪れる割合は減少しており、コロナ禍の影響も考えら

れますが、学校の授業時間以外にも本を読まないと答えた割合は小中学生とも高い

結果となっていることから、引き続き読書習慣を定着させるための取組が継続 して

雖要です。

③ 学校で本を読む時間を確保することで、本を読む習慣に繁がる可能性があります。

それぞれの学年に通した本や電子書籍等を充実させることにより、児童生徒が限ら

れた時間でも気軽に読書ができる環境を整備する捲要があります。

22



第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

2.子どもたちの読書や読み聞かせを支える環境の現状と課題

(1)教育・保育施設

教育・保育施設については、今和 6年 +0月 に糸満市教育委員会で行った保育園・

こども園等における「子どもの読書活動推進に関する調査」を参考 として、読書の現

状 と課題を見ていきます。

≪回答率≫                                 (施 設数)

① 児童書(絵本含む)の蔵書状況について教えてください。 (施設数)

② 児童書(絵本含む)の状態について教えてください。 (施設数 )

ほとんどの施設において、児童書 (絵本含む)の老朽化が顕著 となっています。

5公立の施設について、認定こども園 【H31】 真壁、喜屋武、兼城、糸満南、西崎、【R5】 真壁、喜屋武、糸満商 (兼

)成、西崎については、今和 6年度調査時点では私立へ移行しており除外)。 子育て支援施設 【H31】 ぬくぬく、ぽかぽ

か、まかべ、【R5】 ばかばか、まかべ (ぬ くぬくについては、今和 6年度調査時点では私立へ移行しており除外)。

6認可保育所について、【R5】 分園の 2園 は除く。        ｀

種

月」

公  立5 私  立
認可外

保育施設
全 体認定

こども園

子育て

支援施設

認可

保育所6
認定

こども園

小規模保

育事業所
幼稚園

子育て

支援施設

H
31

R5
H
31

R5
H
31

R5
H
31

R5
H
3¬

R5
H
31

R5
H
31

R5
H
31

R5
H
31

R5

全

体
5 3 3 2 14 13 12 15 14 16 1 ¬ 0 1 4 7 53 58

回

答
5 3 3 2 10 13 1¬ 15 6 16 1 1 0 1 2 7 38 58

回

答

率

100

%
100

%
100

%
100

%
71

%
100

%
92
%

100

%
43
%

100

%
100

%
100

%
100

%
50
%

100

%
72
%

100

%

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

1,000冊以上 3 1 5 10 1 0

501～ 999冊 1 1 13 6 0 1

500冊以下 4 3 10 30 1 6

計 8/8 5/5 28/41 46/46 2/4 7/7

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

新 しい絵本 が多い 0 0 7 3 2 2

古 い絵 本 や修 繕 を

した絵本が多少ある
7 1 17 35 0 5

古 い絵 本 や修 繕 を

した絵 本 が 多 い
1 4 4 8 0 0

計 8/8 5/5 28/41 46/46 2/4 7/7
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

③ 児童書(絵本含む)の貸出を行つていましたか。
(施設数)

ア また、どれくらいの方が利用していましたか。(複数回答) (施設数)

保護者や児童への児童書 (絵本含む)の貸出は、対象は異なりますが公立では全て

の施設で行われています。私立や認可外保育施設では貸出を行っていない施設も多く

見受けられます。

④ 読み聞かせの状況について教えてください。

ア 読み聞かせをしていましたか。

イ また、どのくらいの頻度で行つていましたか。

(施設数 )

(施設数)

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

|ま   い 7 5 9 13 1 3

い い え 1 0 19 33 1 4

計 8/8 5/5 28/41 46/46 2/4 7/7

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

保 護 者

全  員(2)

4～ 6割 (1)

1～ 3割 (5)

全  員 (1)

4～ 6割 (2)

全  員(2)

7～ 9害J(1)

4～ 6割 (1)

1～3割 (5)

全  員(2)

1～3割 (4)
全  員(1) 1～ 3割 (3)

児  童 全  員 (3)

全  員(3)

7～ 9割 (2)

4～ 6割 (2)

1～ 3割 (4)

全  員(1)

1～ 3割 (2)

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

|ま   い 8 5 28 46 2 7

い い え 0 0 0 0 0 0

計 8/8 5/5 28/41 46/46 2/4 7/7

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

毎    日 5 43 6

週 に複 数 回 0 3 1

週 に 1回 0 0 0

月 に 数 回 0 0 0

そ の 他 0 0 0

計 5/5 46/46 7/7
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公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

職    員 5 5 28 46 2 7

ボランテイア 3 2 6 4 0 0

そ の 他 3 0 3 2 0 0

第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

ウ 誰が読み聞かせをしていましたか。 (複数回答可)
(施設数)

すべての施設で職員による読み聞かせが行われていました。他にも小中学生や実習

生、職員の友人や地域の方々といつたボランテイアの方による読み聞かせも行われて

いる事例もあります。

⑤ 保護者に対して、以下の取組を行つていましたか (複数回答可)。    (施 設数)

公立では、研修会等の実施や園だより以外にも、絵本の講演会や図書館でのイベン

トの周知等も行われていました。私立や諷可外保育施設では、親子読み聞かせの実演

や保護者による読み聞かせも行われていました。「好 きな絵本等を保護者へ伝え、就

寝前の絵本の読み聞かせ等を勧めている」「毎月個人で一冊購入して月末に持ち帰っ

てもらう」等、いろいろな工夫がされているようです。

⑥ 中央図書館と以下の連携を行つていましたか。 (複数回答可)
(施設数)

中央図書館の団体貸出を利用 している施設もありますが、連携を特段行っていない

と答えた施設が多い結果となりました。中央図書館見学ツアーの事例もありました

が、より連携を検討する挺要があると思われます。

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

読み聞かせに関する

研 修 会 等 の実 施
3 2 3 3 1 0

園だより等に絵本の

紹介や読み聞かせの

大切さ等を盛り込む

6 1 19 27 1 3

そ の 他 取 組 0 4 7 11 1 1

特 段 行 つていない 1 0 7 10 0 4

公  立 私  立 認可外保育施設

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

団 体 貸 出 1 1 9 8 0 4

そ の 他 連 携 1 3 1 3 0 1

特段行つていない 6 2 18 36 2 3
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

⑦ 不U用園児への読み聞かせの環境がさらに良くなるために、糸満市に要望すること

はありますか。 (複数回答可)

公立

私立・認可外保育施設

①財政的支援

・子どもたちにいろいろな絵本と出会い、好きな絵本を楽しめるようにしたい。

・絵本を購入のための予算が足りない。

・古くなつて修繕している本も多い。

②中央図書館との連携強化

・移動図書館くろしお号の巡回により、いろいろな絵本を読んであげることができる。

③イベント・研修等の支援

。子育て世帯を対象に親しむイベント(読み聞かせ以外)。

①財政的支援

・絵本や紙芝居等の寄付。

・絵本コーナーの環境整備に係る予算や補助等があると良い。

・絵本は意外と高額なので、購入のための補助。

・小学校の読み聞かせ組織への支援。

②中央図書館との連携強化

。園児が多く送迎が困難なため、市所有のマイクロバスを活用して図書館利用を行いたい。

・保育園で毎日の読み聞かせを行うことで児童の絵本への興味関心は高くなる。中央図書

館の絵本を年に 1～ 2回程度でも、保育園内で貸し出しを行いたい。

・移動図書館くろしお号の定期的な巡回。

・お迎えの時間等を利用し移動図書館くろしお号を敷地内で実施することで、絵本に親し

むことができるようになる。

・市の管理のもと、図書館職員やボランテイアの方を派遣し、読み聞かせ等に来園して欲し

い。

。中央図書館での催しに園から出向いて参加することが難しいので、園の方に来ていただ

けるような取り組み(お話会等)があれば、子ども達の経験の場が広がると思う。

・低月齢児、低年齢児へのおすすめの絵本、利用方法のアドバイス(購入の参考にしたい)。

・園児が園単位で図書館に行くイベントや企画を行つて欲しい。
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③ボランテイア等

・市が主催して研修会を持つたり、読み聞かせボランテイアを募り、保育園等と協力する

と、保護者の読書に対する意識が高くなると思う。

・読み聞かせボランテイアの派遣。園児も新鮮さがあり、職員も読み聞かせ方法を学べる。

・職員や保護者向けに読み聞かせの研修 (読み聞かせ養成講座)や、園内で講演会を開催

する時の講師の紹介・斡旋等。

・読み聞かせボランテイアを増やし、保育園へも足を運べる体制をとつて欲しい。

・家庭や書店で見かける機会が少ないせいか、紙芝居に興味を示す子も多く、多様な読書

に親しめる取組の機会を提供してほしい。

・ボランテイアによる出張読み聞かせ(保護者の読み聞かせだと親を求めて泣く姿がみら

れる)。

④その他

・スマホ等の普及により子ども違が絵本よりも動画を好む傾向にあるため、絵本の楽しさ

や想像することの面白さをもつと伝えられるような新しい取り組みがあつてもよい。

・絵本のひろばやブツクスタート事業等、力を入れていて素晴らしいことだと思うが、その

情報を上手くキヤツチできるか、格差がある。同知方法の検討。

・健診で絵本が頂けるのはとても喜ばれている。以前に比べ、「お家で何して遊んでいるの

か」の問いに、絵本や図鑑が好きでみています」の声が増えているように感じる。

・地域のコミュニティーに小さな図書館があればと思う。公民館等を利用。

・小学校や幼児施設の読み聞かせ組織が一堂に会するイベントや交流機会。

・小学校 1年生の保護者を読み聞かせ参加に促すような取組。

・幼児施設単位で読み聞かせ参加が出来る取り組み。

・沖縄県子ども読書指導員の活用。

・本市出身の絵本環境アドバイザー等による定期的な講話・読み聞かせ講座等の実施。

・読み聞かせの指導等で、園へ専門の方を派遣して欲しい。

現在、読み聞かせボランテイア講座等の開催を行つていますが、さらなる支援の拡充

が求められています。ボランティア人材にも限りがあることか ら、各施設自身での取 り

組みも望まれます。講座開催の周知も含めて、市で行っているイベン ト (絵本のひろば

&子 どもげきじよう等)に ついても、施設のメーリングリス トやSNS等 を活用して新

たな周知活動が舛妥と思われます。施設等においても、保護者まで伝わるよう周知の徹

底をする必要があります。

また、移動図書館 くろしお号の巡回の要望は多くありますが、巡回箇所にはFRり があ

ることから、効果的なステーションの選定を引き続 き検討 していく考えです。他にも、

絵本等の確保が困難 との意見を踏まえ、現在実施 している小中学校、こども園、放課後

児童クラブ等を対象どして、寄贈された絵本や児童書を譲渡するブックリサイクルを継

続 して行っていきます。
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【課題】

① 絵本の整備状況を改善するためにも、所管課、関係課において、絵本の購入財源確

保の検討が養妥です。

② 保護者に対し、子どもへの読み聞かせがいかに良いかを伝える取組が終妥です。

③ 読み聞かせボランテイアについて、より多くの施設で実施できる仕組みづくりが雖

要ですが、それぞれの施設においての自主的な取組も望まれます。

④ 講座やイベント等の周知方法の強化が捲妥です。

⑤ 団体貸出やブックリサイクルを含めた、中央図書館との連携強化が終妥です。

④ 移動図書館くろしお号の効果的なステーション配置は継続して終要です。

(2)小中学校

小中学校については、今和 6年 +0月 に糸満市教育委員会で行った「子どもの読書活

動推進に関する調査7」 を参考として、読書の現状と課題を見ていきます。

① 読書指導の状況について教えてください。

ア「1年間の読書冊数」の目標を定めていましたか。

小学校 (6年生)       (学 校数)   中学校 (3年生) (学校数)

H31年度 R5年度

は  い 9 7
2 2

3 2

3 1

0 2
1 0

いいえ 1 3

H31年度 R5年度

|よ  い 6 6
1 1

4 4
1 1

いいえ 0 0

一年間の目標読書冊数について差はありますが、ほとんどの学校で定められています。

中学校にしヒベて、小学校の日標冊数が多い傾向にあるようです。

【参考】

第五次沖縄県子どもの読書活動推進計画の基本方針では、児童生徒が多く本を読むこ

とよりも、まずは読書を楽 しみ、好きになる取 り組みが重要としています。主体的に本

を読むようになるために、「量か ら質への転換」を図る捲妥があるとし、第五次推進計

画では「一人あたりの図書貸出冊数」の目標値を設定しないこととしています。

7ァ ンケー ト調査の対象の学年は、「全国学力・学習状況調査」と合わせて、小学 6年生と中学 3年生としています。
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② 学校図書館の整備状況について教えてください。

ア 学校図書館の蔵書数について教えてください(令 6年3月 31日時点)。

Jヽ学校 (10校)    図書館図書標準冊数は、各年5月 1日現在の学級数にて試算

0米須小学校大度分校は、令和 5年度蔵書数 300冊。

中学校 (6校 ) 図書館図書標準冊数は、各年 5月 1日現在の学級数にて試算

0三和中学校大度分校は、令和 5年度蔵書数 200冊。

8公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準 として、平成 5年 3月 に定められたものです。詳細は以下

の URLか らご確認 ください。(htlps://WWW・ mexl。 9o.jp/a_menu/sportS/dokusyo/hourei/cOnt_oO1/O16.him)

学校名

H31年度 R5年度

蔵書数
図書館図書

標準冊数8
達成率 蔵書数

図書館図書

標準冊数
達成率

兼 城 小 学 校 12,737 12,760 99.8% 15,542 13,000 119.6%

糸 満 小 学 校 11,829 10,760 109.9% 11,685 11,160 104.7%

糸満南小学校 14,267 12,360 115.4% 15,656 13,600 115.1%

高 嶺 小 学 校 8,217 8,760 93.8% 10,000 9,160 109.2%

真 壁 小 学 校 7,704 6,040 127.6% 8,000 6,520 122.7%

喜 屋武小学校 6,526 6,520 100。1% 6,887 6,520 105.6%

米 須 小 学 校 7,783 6,040 128.9% 8,346 8,360 99.8%

西 崎 小 学 校 15,224 12,760 119i3% 15,000 12,760 117.6%

潮 平 小 学 校 18,243 12,560 145.3% 15,982 12,360 129.3%

光 洋 小 学 校 12,368 10,760 114.9% 12,659 11,160 113.4%

学校名

H31年度 R5年度

蔵書数
図書館図書

標準冊数
達成率 蔵書数

図書館図書

標準冊数
達成率

兼 城 中 学 校 ¬1,484 10,160 113.0% 11,863 10,720 110.7%

糸 満 中 学 校 11,515 13,600 84.7% 13,221 15,200 87.0%

高 嶺 中 学 校 9,496 7,920 119.9% 9,436 9,040 104.4%

三 和 中 学 校 9,964 8,480 117.5% 8,670 10,160 85.3%

西 崎 中 学 校 12,468 11,680 106Ⅲ8% 14,220 14,880 95.6%

潮 平 中 学 校 9,208 10,160 90.6% 10,000 11,200 89.3%
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

イ 児童生徒が読書を楽しむのに十分な本(物語)はそろつていると思いますか。

(学校数 )小学校(大度分校含む)

とてもそう思う 1

ややそう思う 4

あまりそう思わない
5

本は多いが古いため/本は新しいが少ないため

全くそう思わない
1

本は新しいが少ないため

中学校(大度分校含む)
(学校数)

とてもそう思う 0

ややそう思う 6

あまりそう思わない 0

全くそう思わない
1

図書館がなく、書庫スペースが限られている

ウ 児童生徒が授業で活用できる本や資料等は十分にそろつていると思いますか。

(学校数)

小学校(大度分校含む)

中学校(大度分校含む)
(学校数)

とてもそう思う 0

ややそう思う 4

あまりそう思わない

本は多いが古いため/本は新しいが少ないため/本が古く少ないため/一つのテーマをク

ラス単位で補える数は無い/予算が限られており、本の種類を十分に揃えられない

7

全くそう思わない 0

とてもそう思う 0

ややそう思う 6

あまりそう思わない
1

スペースに限りがあり、十分な量の図書が保管できない

0全くそう思わない
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工 図書館の読書・学習スペースは、十分足りていると思いますか。

小学校                    (学 校数)

とてもそう思う 2

ややそう思う 6

あまりそう思わない
1

全くそう思わない
1

中学校 (学校数)

とてもそう思う 0

やや子う黒う

あまりそう思わない

学級の人数が増えたため、学習スペースが狭い

5

1

全くそう思わない 0

●大度分校は図書館がなく、図書コーナーのみで、図書を保管する場所がない。

学校図書館の整備状況について、学校図書館の蔵書数に関 しては、学校図書館図書

標準冊数を満たしている学校は小学校で 10校中9校、中学校で 6校中 2校で した。

しか し、本や資料の充実度について、「児童生徒が読書を楽 しむのに十分な本 (物

語)はそろつていると思うか」「児童生徒が授業で活用できる本や資料等は十分にそ

ろっていると思うか」の設間については、「足りていない (あ まりそう思わない/全 く

そう思わない)」 と否定的に答えた学校は、小学校で半数以上でした。蔵書数が多く

ても、目的にあった図書が保管されているかの内容についての吟味も盤要です。

また、図書館の読書・学習スペースについては、学習スペースとして図書室が狭く、

学習用テーブル等も不足しており「足りていない (あ まりそう思わない/全 くそう思

わない)」 と答えた学校もありました。
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③ 読書推進に関する体制について教えてください。

ア 図書館利用計画等を実施するにあたり、どなたがリーダー的役割を担つています

か。 (複数回答可)                      (学 校数)

小学校 中学校

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

管   理   職 1 0 1 0

司 書 教 諭 2 4 1 0

図 書 館 主 任 7 10 5 5

学 校 司 書 3 7 5 2

そ の 他 教 職 員 1 0 0 0

担つている人はいない 1 0 0 0

イ 司書教諭もしくは図書館主任が、司書教諭もしくは図書館主任として従事する時間

(学校数)はありましたか。

ウ 司書教諭もしくは図書館主任は、図書館に関する研修に参加していましたか。 (学校数)

工 児童生徒への読書指導や、学校図書館の利活用等に関する教職員向けの研修を実

(学校数)施しましたか。

小学校 中学校

HRl年 彦 Rら 年店 HRl笠 彦 Rら 年度

実施した 2 4 3 4

特段実施していない 8 6 3 2

図書館利用計画等を実施するにあたって、全ての小中学校において、司書教諭・図書

館主任・学校司書がリーダー的役割を担っていました。中でも図書館主任と学校司書が

リーダー的役割を担っていたことが多い傾向にありました。司書教諭もしくは図書館主

任 として従事する時間は、「あまりなかった/全 くなかった」と否定的に答えた学校は若

小学校 中学校

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

十分にあつた 1 0 0 0

ある程度はあつた 1 5 2 5

あまりなかつた 3 4 4 1

全くなかつた 4 1 0 0

小学校 中学校

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

参加した 8 9 4 6

参加しなかつた 2 1 2 0
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千ではありますが減少し、図書館に関する研修にも参加できていたようです。「学級担

任 と兼務 していることからFRら れた時間を工面し、図書館司書 と連携 し対応 している」

等、学校現場においては工夫 しなが ら対痣 しており、引き続 き、従事する時間が確保で

きる環境づくりが重要です。

また、学校図書館の館長は学校長 として位置づけられているので、管理職の積極的な

関りを持つことが望まれます。読書指導や学校図書館の利活用等に関する教職員向けの

研修を実施 している学校は若千なが らも増えており、今後も継続的な研修参カロが必要で

す。

④ 児童生徒の読書推進に関して、糸満市教育委員会に要望することはありますか。

(複数回答可)

小学校(大度分校含む)                        (学 校数)

中学校(大度分校含む) (学校数)

①学校図書館図書購入賢の増額 8

②子どもの読書推進について保護者に理解促進を図る

。学校だけでなく、家庭・地域、社会全体で取り組むことが必要
3

③中央図書館との連携強化

・地域の図書館利用へつなぐためにも、中央図書館との連携・協働が必要

・移動図書館くろしお号の巡回(興味・関心が高くなり、読書に親しむ児童・保護

者が増える)、 授業参観日での巡回

3

④読書や読み聞かせ、学校図書館活用等に関する研修実施 3

⑤その他

・学校図書館の機能と役割についてI里解できている司書の配置

。学校規模に応じた図書室の広さの確保

・ネット環境の充実(貸出システムが入力できない場合がある)

4

⑥特になし 2

①学校図書館図書購入費の増額 3

②子どもの読書推進について保護者に理解促進を図る 1

③中央図書館との連携強化 0

④読書や読み聞かせ、学校図書館活用等に関する研修実施 0

⑤その他

・備品購入予算(本棚や学習テーブル等)

・ネット環境の改善(貸出・返却作業がスムーズにいかない)

・視覚の面から理解に繋げるために、授業で活用する電子黒板(図書室常設用)

4

⑥特になし 0
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⑤ 児童生徒のうち、読書に特別な支援を要する児童生徒への読書推進に関して、糸満

市教育委員会に要望することがありますか。(複数回答可)

小学校(大度分校含む)                       (学 校数)

・オーディオブック/電子書籍/朗読CD・ DVD/拡大絵本/ルビ付き絵本/角虫感の

ある絵本の整備

。中央図書館職員を派遣し、図書館司書による「ブツクトークの実施」

・代読 (対面朗読)、 出張貸出、多言語による読み聞かせ

6

中学校(大度分校含む) (学校数)

・生徒・職員の読書意欲を高めるための研修や講演会を各学校で開催

。電子図書 (自身のタブレットで閲覧可能なもの)の導入
3

児童生徒や職員の読書意欲を高めるための研修や講演会、学校図書館活用等に関する

研修等の要望があります。中央図書館及び各学校司書等が連携 し、率先 した活動が望ま

れます。他にも、貸出や返却作業に支障を来たすことからネッ ト環境の改善や、電子書

籍等の整備の要望等があります。財政的な支援の声もあり、関係部署も含めた図書整備

への財源確保に努めることが望まれます。

ボランテイア人材にもFRり があることから、各学校独自での取 り組みも望まれます。

講座開催の周知も含めて、市で行っているイベント (絵本のひろば&子 どもげきじょう

等)に ついても、学校のメーリングリス トやSNS等 を濫用して新たな周知活動が終妥

と思われます。学校等においても保護者まで伝わるよう周知の徹底をする捲要がありま

す。また、移動図書館くろしお号の巡回箇所にはFRり があることから、効果的なステー

ションの選定を引き続き検討 していく考えです。他にも、絵本等の確保が困難 との意見

を踏まえ、現在実施 している小中学校、こども園、放課後児童クラブ等を対象として、

寄贈された絵本や児童書を譲渡するブックリサイクルを継続 して行っていきます。

①

②

③

④

⑤

【課題】

学校図書館図書の出版年経過による情報の陳腐化が進んでいることから、図書購入

費の増額が捲要です。

読み聞かせボランティアについて、より多くの学校で実施できる仕組みづくりが捲

妥ですが、それぞれの学校においての自主的な取組も望まれます。

講座やイベント等の周知方法の強化が捲要です。

団体貸出やブックリサイクルを含めた、中央図書館との連携強化が終要です。

移動図書館くろしお号の効果的なステーション配置は継続 して撼要です。
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第 3章 糸満市における読書 。読み聞かせの現状と課題

⑥ 糸満市電子図書館は導入されていますが、児童生徒へ殆ど周知されていません。小

中学校のタブレット等に対し電子図書 ID・ パスワードを発行することで電子図書の

利用可能性があることから、学校教清課と連携した取り組みが捲妥です。

⑦ ネット環境と十分な広さの学校図書館の充実が望まれています。

(3)児童センター・放課後児童クラブ

児童センター及び放課後児童クラブについては、今和 6年 10月 に糸満市教育委員会

で行った児童センター・放課後児童クラブにおける「子どもの読書活動推進に関する調

査」を参考として、読書の現状と課題を見ていきます。

≪回答率≫ (施設数)

種別
児童センター 放課後児童クラブ 全  体

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

全 体 2 2 18 21 20 23

回 答 2 2 13 21 15 23

回答率 100% 100% 72% 100% 75% 100%

① 児童書(絵本含む)の整備状況について教えてください。
(施設数 )

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 令和 5年度 H31年度 令和 5年度

1,000冊以上 1 1 1 0

501～ 999冊 0 1 2 2

101～ 500冊 1 0 7 10

100冊以下 0 0 3 9

計 2/2 2/2 13/18 21/21

② 児童書(絵本含む)の状態について教えてください。
(施設数)

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

新 しい 絵 本 が 多 い 0 0 2 3

古い絵本や修繕をした絵本が多少ある 1 0 4 8

古 い絵本や修繕をした絵本が多い 1 2 7 10

計 2/2 2/2 13/18 21/21
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児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

|ま   い 1 1 1 1

い い え 1 1 12 20

計 2/2 2/2 13/18 21/21

第 3章 糸満市における読書・読み間かせの現状と課題

③ 児童書(絵本含む)の貸出を行つていましたか。 (施設数)

ア また、どれくらいの方が利用していましたか。(複数回答可 )

(施設数)

児童センター、放課後児童クラブとも、児童書 (絵本含む)の貸出はほとんど行わ

れていませんでした。不特定多数の児童が利用する施設でもあり、貸出を管理するの

は困難 という意見があります。

④ 読み聞かせの状況について教えてください。

ア 読み聞かせをしていましたか。

イ また、どのくらいの頻度で行つていましたか。

(施設数)

(施設数)

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

保 護 者 0 ¬～3割 (1)

児   童 1～3割 (1) 1～ 3害」(1) 1～ 3割 (1) 1～ 3害」(1)

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

は    い 2 1 14

い い え 0 1 2 7

計 2/2 2/2 13/18 21/21

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

毎   日 0 0 1 3

週 I 複数回 0 0 4 3

週 に 1回 0 0 2 4

月 に数 回 1 0 4 4

そ の 他 1 1 0 0
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児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

職 員 1 1 14

ボ ラ ン テ ィ ア 0 0 1 0

そ   の   他 2 1 4 0

第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

ウ 誰が読み間かせをしていましたか。 (複数回答可) (施設数 )

児童センターでは来館者が未就学児の場合等、蜂要に庵じて職員などが読み聞かせ

をしているとのことです。全ての放課後児童クラブで職員による読み聞かせが行われ

ていましたが、ボランテイア等による読み聞かせは行われていないようです。

⑤ 保護者に対して、以下の取組を行つていましたか (複数回答可)。 (施設数 )

教育・保育施設等とは異なり、保護者に対しての取組は特段行つていないようです。

読み聞かせや読書の大切さを説明するリーフレットの配布等、関係課連携 して周知活

動がX要です。

⑥ 中央図書館と以下の連携を行つていましたか。 (複数回答可) (施設数)

放課後児童クラブの一部では、団体貸出や夏休みにおける利用によって、本に親し

む時間を設けているようです。しかし、児童センターを含めて殆どの施設においては、

中央図書館との連携は特段行われていません。子ども違が放課後の居場所として利用

する施設でもあり、中央図書館と他にも連携ができないか、模索が雖要と思われます。

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

読み聞かせに関する

研 修 会 等 の実 施
0 0

園だより等に絵本の

紹介や読み聞かせの

大切さ等を盛り込む

1 1

そ の 他 取 組 0 0

特 段 行 つていない 1 20

児童センター 放課後児童クラブ

H31年度 R5年度 H31年度 R5年度

団 体 貸 出 0 0 6 7

そ の 他 連 係 1 0 0 3

特段行つていない 1 2 7
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

⑦ 不u用児童への読み聞かせの環境がさらに良くなるために、糸満市に要望することは

ありますか。 (複数回答可)

児童センター

①財政的支援

。図書費の予算化/学習ができる書籍の充実/朗読CD、 オーデイオブックの収蔵

②人的支援

。図書室の環境の整備

・管理ができる専門職の配置 (母親クラブ、ボランテイアの手伝いで図書整理)

放課後児童クラブ

①ボランテイア等

・読み聞かせをしてくれる方が施設へきて欲しい。

②研修等の支援

・職員に対して、読み間かせの研修や読み聞かせの必要性の研修の実施。

③その他

・絵本棚が不足しており、まずは施設として何ができるのかを考えることが先決なので、施

設としての取組を考えていきたい。

児童センターや放課後児童クラブにおいても、図書購入の予算化や、職員に対する読

み聞かせ研修等の要望があり、さらなる支援の拡充を求められています。これらの要望

については、所管課とも共有 し、講座やイベント等については SNS等 を活用して新た

な周知活動が捲要と思われます。また、移動図書館 くろしお号の巡回の要望は多くあり

ますが、巡回箇所にはFRり があることから、効果的なステーシヨンの選定を引き続き検

討 していく考えです。他にも、早急な財政的な支援の実現は見込めませんが、中央図書

館における団体貸出等の既存サービスのさらなる活用が望まれます。絵本等の確保が困

難 との意見を踏まえ、現在実施 している小中学校、こども園、放課後児童クラブ等を対

象として、寄贈された絵本や児童書を譲渡するブックリサイクルを継続 して行っていき

ます。
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③

④

第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

【課題】

① 絵本の整備状況を改善するためにも、所管課、関係課において、絵本の購入財源確

保の検討が捲妥です。

② 子ども違が放課後の居場所として利用する施設でもあり、読書に親しめる場を設け

ることが望まれます。

保護者に対 し、子どもへの読み聞かせがいかに効果的かを周知することが挺要です。

読み聞かせボランテイアについて、より多くの施設で実施できる仕組みづくりが雖

要ですが、それぞれの施設においての自主的な取組も望まれます。

講座やイベント等の周知方法の強化が撼要です。

団体貸出やブックリサイクルを含めた、中央図書館 との連携強化が終要です。

移動図書館 くろしお号の効果的なステーション配置は継続 して搭要です。

(4)中央図書館

中央図書館については、国の「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画

9」 で図書館に関して記載のある項目について、糸満市における現状と課題を示します。

① 図書館における読書を支援する取組

ア 図書館等の整備

平成 9年に中央図書館が開館 し移動図書館 ともに図書館サービスを提供、

市民の方々に利用されていますが、施設の老朽化や閉架書庫書架の収容率が増

加 し、資料の長期的な保存が困難 となっています。また、 ICタ グ等の設備が

整ってないため、業務の効率化が図れていません。

イ 移動図書館の活用

市内の巡回ステーションを 25か所設置し、図書館に直接来館が困難な利用

者に対するサービスを行つています。市内の学校へは 9か所巡回 (高嶺小 。米

須小 。大度分校・喜屋武小・兼城小・真壁小・潮平小・西崎特別支援学校・西

崎中)、 児童センターヘは Iか所 (が じゆまる児童センター)に巡回していま

す。学校への巡回希望は多いですが、未対たの状況です。

ウ 情報化の推進

インターネッ ト用の端末 1合、オンライン閲覧目録 (OPAC)3台 を導入済

みです。Wi― Fiへ の要望はありますが未導入の状況です。

9詳
細 は以 下の URLか らご覧 くだ さい。 (hitps://kOdOmOdokusyo.go.jp/happyOu/hourei.himl)

⑤

⑥

⑦
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

工 子どもの利用のためのスペース等の酉己置

児童コーナーを正面玄関横手に配置しています。読み聞かせやおはな し会に

利用する「おはなしのへや」、子どもの背丈にあった書架やテーブル・椅子、べ
1

ビーカー型カー ト、ベビーベッ ト (オ ムツ交換用)を 置いています。専用の投

乳室がないため、対面朗読室を授乳室の代わ り使用 しています。また、中高生

向けのスペースとして「YA(ヤ ングアダル ト)コ ーナー」を配置し、学習や軽

読書・文学作品を中′道とした資料を収集しています。将来の進路に役立つ専用

コーナー「YAハ ローワーク (職業に関する本)」 を設け、情報を提供 していま

す。

オ 障害のある子どものための諸条件の整備・充実

児童向け点字資料 (触れる本)や LLブ ック1°

、朗読 CD、 バリアフリー対

Aの映像資料を積極的に収集 していますが、これ らの資料は出版点数がまだ少

ないため、収集に苦労しています。また、指差 しボー ド等の設置をしています。

今和 3年度よリサピエ日を導入、今和 4年度より拡大や読み上げ機能をもつ電

子図書を導入し、引き続 きハンデイキャップを持つ児童生徒への資料充実を図

ります。

力 運営状況に関する評価等の実施

教育施策事務点検等による評価や図書館協議会委員による図書館運営に対

する助宮を受け、サービスの向上に努めています。

キ 図書館資料の整備・提供

調べ学習に役立つ資料、子どもたちが興味関′せを持つ資料の積極的な収集を

行つていますが、市内小中学校 16校すべての学習に対応できる資料の確保が

困難です。また子ども向けの地域資料は出版点数が少なく、収集に苦慮 してい

る現状があります。今後も市民の生涯学習センターとして機能するために、一

定の資料費の確保が捲要です。また、今和 4年 3月 に電子図書館を開始。Wi―

Fiや 各種データベース等の需要がありますが、未導入の状況です。

10「
LL」 とはスウェーデン語の「Lと|II占si(分 かりやすく読みやすい)」 の略で、「LLブック」とは、読むことに困

難を伴いがちな青年や成人を対象に、生活年船に合った内容を、分かりやすく読みやすい形で提供すべく書かれた本の

ことです。

11視
覚障害者及び視覚による表現の認識に障害のある方々に対して点字データ、デイジーデータ等を提供するネット

ワークのことです。日本点字図書館がシステムを管理 し、全国視覚障害者情報提供施設協会が運営を行つています。エ

式名称は「視覚障害者情報総合ネットワーク」です。
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第3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

ク 子どもや保護者を対象とした取組の企画・実施

毎月定例のおはな し会や赤ちゃんおはなし会を実施 し、乳幼児からの読書に

親 しむ環境づくりを行っています。R6年 7月 から毎週木曜日に赤ちゃんタイ

ムを開始 し、それに伴い子育てA援 コーナーを設置 しました。また、子どもた

ちが本に関する興味関′むを持つよう、常に季節や行事に合わせた特集・展示や

壁面装飾等を行つています。

ケ 読書活動に関する情報提供

児童コーナーに読み聞かせに関する資料を配架 し、大型絵本や読み聞かせ専

門誌の購入等、家庭や学校での読み聞かせ濫動のサポー トを行っています。ま

た、赤ちゃんおはな し会を開催する際に子育て支援活動を行うNPOと 連携 し、

乳幼児への読み聞かせ方、絵本の選び方等の情報提供を行っています。そして、

X(旧 Tw‖ter)を 利用 し、図書館のアカウントでおはな し会等の図書館イベン

ト情報を発信 しています。

② 連携・協力

ア 学校図書館等との連携・協力

調べ学習での資料提供、団体貸出、移動図書館車による本の配送を行つてい

ます。移動図書館車による図書の配送は、現在巡回中の学校にFR定 され、すべ

ての市内学校へは対Aできていない現状があります。また、学校司書及び司書

教諭との交流がありません。そして、学校と公共図書館のシステム的な連携が

なく、相互の蔵書の把握や相互利用はありません。

イ ボランテイア活動の促進

おはなし会や特別おはなし会等のイベントで読み聞かせボランテイアと違

携し事業を実施しています。また、年に I回、読み聞かせボランティア団体と

図書館職員が交流を持ち、読み聞かせや児童書に関する情報交換を行つていま

す。

(5)生涯学習課

家庭教育はすべての教育の出発点であり、子どもの基本的生活習慣や情操を育むう

えで、重要な役割を担うものです。生涯学習課においては、乳幼児期からの家庭にお

ける読書習慣の定着を図るための施策をはじめとして、成長過程にAじ た切れ日のな

い支援を図り、市民と一体的な読書活動の推進に努めます。
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第 3章 糸満市における読書・読み聞かせの現状と課題

① 生涯学習課における読書を支援する取組

ア プックスタート及びセカンドブツク

ブックスター トは平成 23年度から生後 3～ 5か 月の乳児健康診査時に、セ

カンドブックは今和 6年度から 1歳 6か 月児健康診査時に、ブックスター ト

推進員による読み聞かせ体験を行い、絵本を 1冊プレゼントしています。健診

を終えた親子に対して、ブックスター ト推進員が事業の概要や絵本を通した赤

ちゃんとのしS、 れあい方を説明しています。事業の実施にはかかせない推進員で

すが、より多くの推進員を養成するX妥があり、その確保が課題となっていま

す。

イ 絵本のひろば

子どもの読書濫動推進に取 り組む関係者が集い、交流違帯を広げ深める場 と

して「絵本のひろば」を実施 しています。多くの大人 と子どもが参カロすること

で、子どもの本や読書活動の楽 しさ、大切さを理解 してもらう契機 としていま

す。絵本作家等による読書関係の講演、ボランテイアによる読み聞かせの部屋、

小中学生による読書標語、学校長・図書館司書等による “オススメの本"の紹

介等多彩な催 しを実施 します。あらゆる層の来場を喚起するために、SNS等を

活用 してさらなる周知が捲要です。

ウ 平和祈念読み聞かせ会

糸満市は沖縄戦終焉の地 として、慰霊の日前に行われる平和祈念祭等の平和

に関する催 し物を開催することで、平和の尊さを市内外に発信 しています。そ

の中で、糸満市教育委員会では、読書活動を推進 し、読み聞かせを通 し平和の

尊さや命の大切さについて考えるものとして、平和祈念読み聞かせ会を実施 し

ております。慰霊の日の前に実施 しておりますが、沖縄戦や平和を題材にした

絵本や物語の読み聞かせや朗読等を行います。市内小中学生、高校生、読み聞

かせボランテイアの曽さま等のご協力をいただいて実施 しています。絵本のひ

ろば同様、あらゆる層の来場を喚起するために、SNS等 を活用してさらなる周

知が必要です。

工 読書活動推進講座等の充実とボランテイアの育成

ブックスター ト及びセカンドブックの運営のための推進員養成講座や読み

聞かせボランテイア講座のほか、お父さんのための読み聞かせ講座等を実施し

ております。多様な人材によるボランテイアの拡充が求められています。
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第 4章「第 3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況

lB「第3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況

(1)第 3次計画の指標の達成状況

第 3次計画期間においては、今和 6年度を目標 として、下記のとおり活動指標を設

定 しました。進捗状況については、以下のとおりとなります。

評価基準 【A】 計画どおり、または計画を上回って達成

【B】 計画どおりではないが、概ね達成

【C】 一部達成

【D】 未実施

100%～

75%～

50%～

分類 指標 主体(主管課) H31 目標
(R6)

評価 (R5)

乳
幼
児

・
小
中
学
生
に
共
通
し
て
行
う
取
組

1

乳幼児から小中学
生のいる施設 (教

育・保育施設、小中
学校等)を対象とし
た図書整備への財
源確保の検討

生涯学習課 未検討 検討 D 未検討

教育委員会では小中学校の学校図書館
の充実に向け、地方交付税交付金措置が
されているが、教育・保育施設の財源確
保については困難である。

2

小中学校や保育・教
育施設等へ提供す
るための「図書選定
基準」「図書廃棄基
準」の策定

生涯学習課
中央図書館
学校教育課

未策定 策定 B 策定

小中学校においては、学校教育課が作成
の「学校図書館図書資料廃棄(除籍)事務
取扱基準」、また図書館司書研修会にお
いてマニュアル作成を行い、図書選定や
廃棄を行つている。記載内容については
現状に合わせて適宜修正をしていく。

3
読み聞かせボラン
ティア育成のための
勉強会

生涯学習課
年3回
実施

年3回
実施

A 年4回
実施

読み聞かせ勉強会やブックスタート推進
員養成講座を、R3(2回 )、 R4(4回 )、 R
5(4回 )実施。学校図書館司書研修会に
おいても勉強会を実施し、学校の読み聞
かせ活動において、社会教育指導員等の

派遣が検討できることも同知した。

4
読み聞かせや読書
の大切さを説明す
るリーフレット配布

生涯学習課
中央図書館
学校教育課

未配布 酉己布 A 画己布

第3次糸満市子どもの読書活動推進計画
概要版を生涯学習課窓口に設置、ブツク
スタートや絵本のひろば等においても配
布。中央図書館においても、リーフレット
をカウンター等に設置し配布を行つた。

5
毎月第3日曜日に
「ファミリー読書

1」

のPR

生涯学習課
中央図書館

未実施
毎月
実施

A 毎月実施
中央図書館や教育委員会に「フアミリー

読書」ののぼりを設置し、周知を図つた。
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分類 :旨お黒 主体(主管課) H31
目標
(R6)

三平価 (R5)

乳
幼

児

・
小
中
学

生

に
共

通

し

て
行
う

取
組

6
子ども向け移動図
書館の整備の検討

中央図書館
生涯学習課

未検討 検討 B 検討

現在、学校(9)や 、児童センター(1)を ス
テーシヨンとして巡回。巡回時に、予め児
童図書を積替えて対応。現行車両と子ど
も向け移動図書館の2車両体制は人的・

費用面から困難。

7

小中学校や教育・保
育施設等への移動
図書館の巡回の拡
充の検討

中央図書館 未検討 検討 B 検討

現在、学校(9)や 、児童センター(1)を ス

テーションとして巡回。市内25ステー

ションを巡回し、現在の体制では拡充は

困難。利用率の低いステーシヨン見直し
の際に、学校や教育・保育施設等への巡

回を検討。

8

障がいのある子ど
もに対するサービス
として、アクセシブ

ルな書籍等
2の

整備
と提供及び宅配、手
話・筆談等によるコ

ミュニケーシヨンの

確保、図書館利用の

際の介助、図書館資
料等の代読サービ
スの実施等

中央図書館 実施 実施 B 実施

子ども向けの点字図書をはじめ、LLブツ

ク等を収集。また、読み上げ機能をもつ

電子書籍を導入し、カウンターで筆談用
ボードや指差しボードを配置した。身体
に障がいをもつ利用者向けに宅配サービ

スを実施した。

9 電子書籍の導入 中央図書館 検討 導入 A 導入

令和4年3月導入(R3年 169件/R4年
1408件/R5年 963件 )。 利用回数・年
数制限があるコンテンツが多く、選書に
制限がある。

1 0

子どもやその保護
者、読み聞かせボラ
ンテイアを対象とし
た読書活動に関す
る取組の実施

中央図書館
生涯学習課

毎月
実施

毎月
実施

A 毎月実施

定例おはなし会、赤ちやんおはなし会、子
どもげきじよう、平和祈念読み聞かせ会、
絵本のひろば等、子どもやその保護者が

本に親しむイベントを実施した。

11

子どもの発達段階
に応じたブツクリス
トや図書館だよりな
どを、小中学校や教
育・保育施設等に配
布

中央図書館 酉己布 雷己布 A 酉E布

年齢別ブツクリストを作成し、ブツクス
タートで配布した。また、図書館だより
も、市内小中学校や教育・保育施設等に

配布を行つた。

1 2
SNSやインターネッ
トなどを活用した情
報発信

中央図書館
月2回

実施

月2回

実施
A 月2回

以上実施

おはなし会をはじめ各種イベント情報を

月2回以上発信した。
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分類 指標
主体

(主管課)
H31 目標

(R6)
評価 (R5)

乳
幼
児
に
対
し
て
行
う
取
組

13
ブックスタート事業
を拡充

生涯学習課

1事業
(ブツク
スター

ト)

2事業
(ブツク
スター

ト、セカ
ンド
ブック)

A
1事業

(ブツクス
タート)

セカンドブツク準備委員会を設置。推進
員の協力を得て、1歳 6か月児健康診査、
3歳児健康診査において読み聞かせの実
践を行い対象児(1歳6か月児健康診査
にて実施)や絵本の選定をし、予算要求
に繋げることができた。セカンドブツク実
施に向け、推進員養成講座も開催した。

1 4
教育・保育施設等ヘ
の読み聞かせボラン
テイア派遣の検討

生涯学習課
中央図書館

未検討 検討 A 実施

中央図書館館長や社会教育指導員が小
学校で読み聞かせを実施した。また、中
央図書館窓口業務委託先スタッフが中学
校でブツクトークを行つた。中央図書館と
しては児童書及び読み聞かせに関する資
料の収集を行い、読み聞かせ活動に活用
できるよう執り行つた。

15
「赤ちやんタイム3」

の実施
中央図書館 未実施 実施 C 未実施

「赤ちゃんタイム」内規の作成を行い、委
託先と実施に向け調整した。

16

保護者に対し、子ど
もへの読み聞かせ
の重要性を伝える
取組を行うよう努め
る

教育・保育
施設

子育て支援
施設

7施設 8施設 A 5施設

絵本だよりの発行や絵本の貸出しを行
い、個人面談においても取り組みを行つ
た。図書館だよりや館長だよりを掲示す
ることで、図書館を身近に感じてもらう
ようになつた。また、職員への読み聞かせ

研修も行つた。
※R6現在、公立5施設の為、5施設を対
象とした。

17
保護者へ絵本の貸
出を行うように努め
る

教育・保育
施設

子育て支援
施設

7施設 8施設 A 4施設

保護者向けに「おやすみ絵本」の貸出など
を実施。園児の絵本貸出日に合わせて保
護者向け貸出を検討している施設もあ
る。
※R6現在、公立5施設の為、5施設を対
象とした。

小
中
学
生
に
対
し
て
行
う
取
組

18
「平日の読書時間
30分以上」の目標
を定める学校数

小中学校 0校 16校 C 1校

「時間の確保が難しい」「生徒の自主性に
任せている」の意見が多い中、日標として
定めていないが、隙間時間を利用して読
書を推奨している学校もある。学校目標
定めることを推奨しつつ、学校に限らず、
「家庭」でも読む時間を持つことを推奨す
る。

1 9
朝の一斉読書(読み
聞かせを含む)を行
う学校数

小中学校 16校 16校 B 12校

昼の時間の活用を検討している学校もあ
る。一斉読書(朝の読書など)や授業等で
読書を推進するなど、学校生活全体を通
じて読書活動の充実を推奨したい。

20

「1週間に1冊以上は
本を読む」の目標を
定める学校数

小中学校 0校 16校 B 10校

「1週間に1冊以上」ではなく、「年間目標
冊数」を定めている学校が多い。ある学
校からの報告で「年間目標冊数が40冊
のため、学校が35週として換算すると1

冊以上となる」の回答があつたこともあ
り、年間目標冊数も実績とした。

21

「学校図書館図書標
準」を達成する学校
数

小中学校
学校教育課

12校 16校 A 14校
ただし、冊数としてはみたしているが、内
容については疑間がある。

第 4章  「第 3次糸満市子どもの読書活動推進計画」の達成状況
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1沖
縄県では毎月第3日 曜日を「家庭の日」としており、「家族読書の時間」「ノーテレビ・ノーゲームの時間」を設け

て家庭で読書に親しむ「ファミリー読書」を推進しています。

2読
書バリアフリー法第2条第 2項 において、「視覚障害者等が利用しやすい書籍」(以下「アクセシブルな書籍」とい

う。)と は、「点字図書、拡大図書その他の視覚障害者等がその内容を容易に認識することが出来る書籍」と定義されて

おり、例えば点字図書、拡大図書、音訳図書、触る絵本、LLブック、布の絵本等があります。また、読書バリアフリ

ー法第 2条第 3項において、r視覚障害者等おy」用しやすい電子書籍等」(以下「アクセシブルな電子書籍等」とい

う。)と は、「電子書籍その他の書籍に相当する文字、音声、点字等の電磁的記録… (略)であって、電子計算機等を利

用して視覚障害者等がその内容を容易に認識することができるもの」と定義されており、例えば、音声読み上げ対Aの

電子書籍、デイジー図書、オーデイオブック、テキス トデータ等があります。視覚障害者等による、これらのアクセシ

ブルな書籍およびアクセシブルな電子書籍等を合わせて「アクセシブルな書籍等」とします。

3赤
ちゃんなど小さいお子さん連れの利用者が気兼ねなく図書館を利用できるように、主に平日の 2時間程度、「赤ち

ゃんタイム」を設けている事例があります。「赤ちゃんタイム」を設けることで、赤ちゃんが泣いたり、幼児がおしゃ

べりしていても、周りに気を追う必要がなくなります。

指標
主体

(主管課)
H31 日標

(R6)
評価 (R5)

小
中
学
生
に
対
し
て
行
う
取
組

22

「児童生徒が読書を
楽しむのに十分な本
がそろつていると思
う」と答えた学校数

小中学校
学校教育課

9校
(大度
分校含
む)

18校
(大度
分校含
む)

C
6校 (大度
分校含む)

市の予算では調べ学習に役立つ図書の
購入が中心となるが、読書を楽しむには
PTAからの徴収で補つている。

23

「児童生徒が授業で
活用できる本や資
料などが十分にそ
ろつていると思う」
と答えた学校数

小中学校
学校教育課

7校
(大度
分校含
む)

18校
(大度
分校含
む)

C
4校 (大度
分校含む)

「学校図書館図書標準」は達成している
が、授業として活用できる内容としては
おいついていない。

24 学校図書館間の相
互貸借を検討

小中学校
学校教育課

未検討 検討 D 未検討

必要な時に互いに連絡をして貸借をして
いる学校は数校あるが、システムを構築
しての貸借は体制ができていない状況。
学校間の相互貸倍のシステム構築には予
算的にも即実施は難しい。

25 司書資格を持つ学
校司書の配置

教育総務課 12人 16人 C 9人

広報誌及びホームページにて募集を行
い、市内小中学校へ図書館司書を配置。
司書の資質を高めるために、市内学校図
書館司書研修や南部地区司書研修を定
期的に行つている。

26
学校図書館と中央
図書館の合同研修
会等を実施

小中学校
中央図書館

未実施 実施 B 未実施 R4(1回 )、 R5(未実施)。

27

読み聞かせボラン
ティアによる学校で
の読み聞かせの実
施を促す

生涯学習課

16校
(大度
分校含
む)

18校
(大度
分校含
む)

B
12校 (大

度分校含
む)

減少しているが、毎週実施や年に数回な
ど学校によつては様々である。ボラン
テイア不足など課題はあるが、学校にお
いて保護者対象とした読み聞かせ勉強会
などを開催するなど、読書の要性につい
て理解を深める取り組みを促し、推奨し
ていく。
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第 5章  「第 4次糸満市子どもの読書活動推進計画」の取組

5 「

1.子どもの読書活動の推進方策

(1)発達段階に応じた取組

「第五次沖縄県子どもの読書濫動推進計画」の子どもの読書に関する発達段階と読

書の姿に、本市の具体的な事業をとりまとめてみました。

読書に関する発達段階と読書の姿 (※引用先の文言を二部改変)

1絵
本以外に、紙芝居やペープサート、写真やビデオなどの映像教材などが含まれる。

2多
様な本や文章があることを知り、読書する本や文章の種類、分野、活用の仕方など自分の読書の幅を広げていくこと。

※上段に保育要領、学習指導要領、中段に阪本の読書発達段階をまとめた(沖縄県第五次子どもの読書活動推進計画)。

※下段に糸満市の取組を記載

言吾
乳幼児期

学童期
小学校低学年

学童期
小学校中学年

学童期
小学校高学年

青年前期
中学校

楽しむ読書 親しむ読書 活かす読書

読
豊

の

姿

・保育教諭等や友達
と心を通わせる中
で、絵本や物語など
に親しみながら、豊
かな言葉や表現を

身に付け、経験した
ことや考えたことな
どを言葉で伝えた
り、相手の話を注意
して聞いたりし、言
葉による伝え合いを

楽しむようになる。
・絵本や物語などに

親しみ、興味をもつ
て聞き、想像をする

楽しさを味わう。

・読書に親しみ、い
ろいろな本があるこ
とを知る。
・言葉がもつよさを

感じるとともに、楽
しんで読書をし、国
語を大切にして、思
いや考えを伝え合お
うとする態度を養
うと
・読み聞かせに親し
んだり、文字を拾い

読みしたりして、い

ろいろな絵本
1や

図
鑑などに興味をも
つ 。        

・

・絵本の挿絵などを

手掛かりに 内ヽ容を

大まかに把握し、応
答する。

・幅広く読書に親し
み、読書が、必要な
知識や情報を得るこ
とに役立つことに気
付くЬ
・身近な生活や実社
会との関わりを考え
るための読書の意
義と効用について理

解を深める。
・言葉がもつよさに

乳付くとともに、幅
広く読書をし、国語
を大切にして、思い

や考えを伝え合おう
とする態度を養う。
・幅広く読書に親し

み
2、

本にはいろい
ろな種類があること
を知る。

・伝記を読み、自分
の生き方について考
える。
・読書め楽しさや有
効性を実感しなが
ら、日常生活の主体
的・継続的に読書を

イ子う。
・ 日常的に読書に親
しみ、読書が、自分
の考えを広げること
に役立つことに気付
く。
・言葉がもつよさを

認識するとともに、
進んで読書をし、国
語の大切さを自覚し
て思いや考えを伝え

合おうとする態度を

養う。

。読書が、知識や情
報を得たり、自分の

考えを広げたりする
ことに役立つことを

理解する。
・本や文章などに
は、様々な立場や考
え方が書かれている
ことを知り、自分の

考えを広げたり深
めたりする読書に生
かす。
・ 自分の生き方や社
会との関わり方を支
える読書の意義と効
用について理解す
る。
・幅広く読書に親し
み、本にはいろいろ

な種類があることを
表□る。

・読むことを学習す
る心身の準備が成
熟する。
・お話しを聞きたが
ると
・絵本を見てそら読
みをする。
・文字を覚え始め
る。

。つっかえながら―

字ずつ拾つて音読を

すると分からない文
字を聞く。平坦な読
み物ならば、独立し
て読む。新語が推測
できる。読み返さず
とも考えながら読め
る。読書の習慣が養
われる。
・本を読みたがる。
拾い読みをしながら

読む。やさしいもの

ならひとりで読め
る。

・読書の基礎的な技
術が一定の成熟度
に達する。黙読がで
きる。
・ 自発的にさかんに

読む。
・情報を図書に求め
て問題を解決する。
・文がなめらかに読
め、長い文章でも読
みとおせる。
・科学の芽を育てる
「図鑑」や自然や社会
の真実を手引きする

本にも興味を持つ。

・いつそう多読にな
る。
・ 目的により多様な

読み方を使い分け
る。
・読書活動ももつと

も旺盛なときで、読
み物の興味も多方

向に分化する。
・行動の障壁を勇気
を持つて突破する
「冒険物語」、知的な

'同

察をもつて問題を

解決する「推理物
語」、また「感傷物
語」に興味を持つ。

・読書技能が成熟
し、多読や目的に応
じた読書により、読
んだものへの1畔」な
どができる時期。
・必要に応ずる図書
を選択でき、思考
し、評価し、比較し、

統一する。
・科学ものは、興味
によつて分化し始め
る。
・現実の問題として
「進路指導」関係の

文献にも興味を持
つ 。

糸
満
市

赤ちやんタイム

赤ちやんおはなしか
い(ぴよびよ0歳、よ
ちよち1歳 )

定例おはなし会
子どもIザきじよう

絵本のひろば
ブックスタート
セカンドブツク

定例おはなし会
子どもげきじよう
絵本のひろば

読書標語
平和祈念読み聞か
せ会

子どもげきじよう

絵本のひろば
読書標語
平和祈念読み聞か
せ会

子どもげきじよう

絵本のひろば

読書標講
平和祈念読み聞か
せ会

子どもげきじよう

絵本のひろば

読書標語
平和祈念読み聞か
せ会
YAポツプコンテスト
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(2)乳幼児・小中学生に対して行う取組          1

国の計画「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」、県の計画「第

五次沖縄県子どもの読書活動推進計画～五感で拓く多様な読書～」で示された方針を

基本としつつ、本市の取組を実施していきます。

家庭

子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものであり、読書が生活の中

に位置づけられ継続して行われるよう、子どもにとって最も身近な存在である保護

者が配慮・率先して、子どもの読書活動の機会の充実及び読書濫動の習慣化に積極的

な役割を果たしていくことが求められています。家庭で読み聞かせをしたり、子ども

と一緒に本を読んだり、図書館に出かけたりする等、子どもが読書に親しむきっかけ

を作り、また、保護者自身も本に親しみ、読書の重要性を理解した上で、読書t耳 対す

る興味や関′こを引き出すように子どもに働き掛けることが大切です。

・教育・保育施設

また、教育・保育施設では、乳幼児期に読み聞かせの楽しさを知ることができるよ

うに、幼稚園教育妥領や保育所保育指針等に基づき、乳幼児が絵本や物語に親しむ活

動を積極的に行うことが期待されています。あゎせて、保護者に対し、読み聞かせの

大切さ等を普及することが求められています。乳幼児が絵本や物語に親しむ機会を

確保する観点から、安′むして図書に触れることができるようなスペースの確保に努

めることも大切です。中央図書館の団体貸出を利用する等、全ての子どもがより多く

の本にアクセスできる環境の整備に努めることも求められています。

・小中学校

子どもの読書活動の推進に当たっては、読書の楽しさや本の索晴らしさ、本を使っ

て調べ学しSミ ことを教える大人の存在が極めて重要です。本の世界への案内役となる

専門的な知識・技能を持った職員がいることで、学校図書館は、よりf層その機能を

発揮することができます。学校図書館の運営は、学校長のリーダーシップの下、計画

的・組織的になされるよう努めることが望ましいです。これを踏まえ、司書教諭が中

鳶となり、すべての教職員、学校司書、地域のボランテイアが連携・協力して、それ

ぞれの立場から、学校図書館の機能の充実を図り、児童生徒の学習活動・読書活動を

推進していく体制を整備することが重要です。

多くの子どもが長い時間を過ごす学校等の役割は重要性を増 しており、日々の読

書指導や各教科等における学校図書館を活用した学習活動の充実を図っていくため

には、司書教諭や学校司書のみならずすべての教職員が連携し、学校全体で児童生徒
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の学習活動・読書濫動を推進 していく体制を整備することが重要です。各学校におけ

る校内研修や研究会等を通 じた教職員間の連携を促すとともに、読書指導に関する

研究協議や先進的な取組例の紹介等により、教職員の意識の高揚や指導力の向上、学

校図書館を活用した指導の充実等に努めます。

小中学校においては、すべての子どもが自由に読書を楽 しみ、読書の幅を広げてい

くことができるように適切な支援を行うとともにそのための環境を整備 します。そ

の際、子どもの読書の量を増やすことのみならず、読書の質をも高めていくことが求

め られています。

・学校図書館

学校図書館は、学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であり、「読書

センター」「学習センター」「情報センター」としての機能を有するとされています。

これからの学校図書館には、読書活動における利活用にカロえ、様々な学習・指導場面

での利活用を通じて、子どもたちの言語能力、情報活用能力(問題解決能力等の育成

を支え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を効果的に進める基盤とし

ての役割が期待されていまするこれらを含め、学校においては、「学校図書館ガイド

ライン3」 を参考に、学校図書館の整備充実を図ることが重要です。

さらに、学校図書館は、可能なFRり 児童生徒や教職員が最大FF<自 由に利活用できる

よう、また、一時的に学級になじめない子どもの居場所となり得ること等も踏まえ、

X要にAじ 、地域の様々な人々の参画も得ながら、児童生徒の登校時から下校時まで

の開館に努める等、多様な背景を持つ児童生徒に読書や学習の場の提供に努めるこ

とが大切です。

加えて、蔵書の貸出しの促進、子どもに本を借 りることを習慣化させる取組が図ら

れることが重要です。全校一斉の読書を動等は、本を読む習慣のない子どもが本を手

に取るきっかけとなり、不読率の改善に繁がる可能性があるとされており、学校にお

いて読書の機会が確保されることは、子どもの読書習慣の形成を促すうえで重要と

されています。                      「

・中央図書館

｀
子どもにとって、図書館は、その豊富な蔵書の中から読みたい本を自由に選択し、

読書の楽しみを知ることができる場所ですとまた、保護者にとっても、子どもに読ま

せたい本を選択したり、子どもの読書について司書に相談しだりすることができる

場所です。図書館は子どもやその保護者を対象とした読み聞かせ会、展示会等を実施

3詳細は以下のURLか らご覧ください。

(htips://wWW・ mexl.go.jp/o_menu/sho+6u/dokuShO/1ink/13む 0599.hlm)
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するほか、読み聞かぜボランチィア団体の支援や活動の機会の提供等、地域における

子 どもの読書活動を推進する上で重要な役割を果たすとされています。このような

取組は、引き続き、図書館において充実させていくことが求められています。

・児童センターや放課後児童クラブ等

児童センターや放課後児童クラブ、放課後子ども教室等においては、放課後及び上

曜日における子どもたちの居場所となっている現状を踏まえ、読書活動を引き続き

推進することが望まれます。

・学校・家庭・地域の連携・協力

沖縄県が実施した読書実態調査の結果から幼少期に家庭や地域で読書経験があり、

読書を通して共感体験をした子どもほど、その後読書に肯定的な態度をとるようにな

るとあります。そのため、就学時前の豊かな読書経験をすることが重要となり、子ど

もたちが主体的に読書活動に取り組むためには、幼少期と同様に学校・家庭・地域が

連携・協力して環境を整えることが重要です。

きみの夢中で読む顔が、兄たいんだ。

お父さんのための

読み聞かせ講座 中込フォーエ

8月 22H(木 )18:00～ 191,0

糸満市役所 う階 H往貝厚生率 (畳間) 鰯

お父さんのための読み聞かせ講座 (今和 6年度実施 )

″

方子とんに、絵本、就んでいますかt

「どうフコって「詭苫′)ばいいのかわか∫,な い :|

「丁ともが9:IⅢ とない…
1

1ド (弄 デごみ,|,マ ヤに「々 紀・みゞち'…
:

お父されの11帝 みを、解決できるかはかか
'ま

す
'ん

ともおこゃ′てりしてぃるうちに、

こっと灯か気づ i夕 るかも。

お子きた、お了チされを速れての参加は ri llIで す.

お父さんおひとりでもOK.

・締に読フア大脚かせのこと、考えてみませんか,
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(3)今後の取組項目

① 学L幼児と保護者に絵本を開く楽しぃ体験と合わせて、家庭における読書習慣を定

着する施策として、ブックスタートやセカンドブック事業の充実を図ります。
: 【生涯学習課】

≪活動指標≫

・ブックスタート参加率

R5年度 (現状値) Rll年度

91.7% 100%
・セカンドブック参加率

R5年 [支 (】見】犬イ直) Rll年度

100%

② 赤ちゃん等小さいお子さん連れの利用者が気兼ねなく図書館を利用できるよう

に、「赤ちゃんタイム」を実施します。 【中央図書館】

③ 発注段階にAじ た絵本を読み聞かせをする等、指導計画に位置づけるように努め

ます。 【教育・保育施設、保育こども園課】

④ 子どもの発達段階にAじ た本を豊富に揃えるよう努めます。 【中央図書館】

⑤ 読み聞かせや読書の大切さを説明するリーフレットや図書館だより等を教育・保

育施設や小中学校等に配布します。

【生涯学習課、中央図書館、学校教育課、保育こども園課、こども未来課】

④ 子どもやその保護者、読み聞かせボランテイアを対象とした読書活動に関する取

組を実施します (絵本のひろば/平和祈念読み聞かせ会/お はなし会/講演会等)。

【中央図書館、生涯学習課】

≪活動指標≫

R5年度 (現状値) Rll年度

毎月実施 毎月実施

⑦ 子どもが絵本や物語に触れる場や機会が多様になるように努めます。

【教育・保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設・児童センター・放課後児

童クラブ (こ ども未来課)、 小中学校】
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③ 施設職員や保護者、
'也

域住民等による読み聞かせ等を定期的に行うように努めま

す 。

【教育・保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設・児童センター・放課後児

童クラブ (こ ども未来課)、 放課後子ども教室 (生涯学習課)】

⑨ 教育・保育施設や学校等での読み聞かせボランテイア協力を促します。また、施

設等において、保護者等と連携するよう促していきます。

【生涯学習課、中央図書館】

⑩ 保護者に対し、日常tと おける子どもへの読み聞かせや子どもの読書活動の童要性

を伝える取組を行うように努めます (絵本だよりや学校だよりの画E布や掲示/個人

面談時に伝える/研修会等/学校の読書活動の紹介/保護者の読み聞かせボラン

ティア参加募集/家庭における読書活動を促す等)。

【教育・保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設 。児童センタf・ 放課後児

童クラブ (こ ども未来課)、 小中学校】

① 絵本を家庭に持ち帰ることにより、子どもの絵本への興味を広げたり、家庭での

読み聞かせの習慣化に繁がることから、保護者へ絵本の貸出を行うように努めます。

【教育 と保育施設 (保育こども園課)、 子育て支援施設 ,児童センター (こ ども未

来課)】

② 読み聞かせボランティア等育成のための勉強会を実施します。【生涯学習課】

≪活動指標≫

R5年度 (現状値) Rll年度

年 4回実施 年 4回実施

○  「ファミリー読書4(毎 月第 3日 曜日)」 、「子ども読書の日 (4月 23日 )」 、「子

どもの読書週間 (4月 23日 ～5月 12日 )」 、「文字・活字文化の日 (10月 27
日)」 (「読書週間 (10月 27日 ～ |1月 9日 )」 tiお いて各地域・学校でそれぞれ

の趣旨にもとづき、子どもの読書活動への関′dを深める取組を実施、又は奨励 しま

す。 【生涯学習課、中央図書館、学校教育課、小中学校】

① 子どもが読書に興味をもつような活動、関係者の資質向上のための活動、関係す

る機関や団体間の連携において特色ある優れた実践を行つている学校・図書館 i団

体・個人に対して、国や県の表彰制度へ推薦することで、その取組を奨励するよう

に努めます。 【生涯学習課】

4p46注釈 1参照。
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〇 小中学校や教育・保育施設等への移動図書館くろしお号の巡回、及び効果的なス

テーションの選定を行っていきますj 【中央図書館】

④ 障害のある子どもに対するサービスとして、アクセシブルな書籍等
5の 整備と提

供及び宅配t手話・筆談等によるコミュニケーションの確保、図書館利用の際の介

助、図書館資料等の代読サービスの実施等を行います。 【中央図書館】

O 電子書籍の充実と利用促進を図ります。 【中央図書館】

○ 子どもたちの健康や発連段階等に配慮しつつてスマー トフオンやタブレット端末

等を使用した電子書籍の利用の促進を促します。併せて、学校図書館や中央図書館

のDXに対Aし たインフラ整備を進めるよう努めます。

・ 【学校教育課、教育総務課、中央図書館、小中学校】

O 読書を広げる取り組みについて、SNSやインターネット、メーリングリス ト等

を活用し、情報発信を行います。【中央図書館、生涯学習課】

≪活動指標≫

R5年度 (現状値) Rll年度

月2回以上実施 月2回以上実施

⑩ 一斉読書 (朝 の読書、読み聞かせ等)や授業等で読書を推進する等、学校生活全

体を通して読書活動の充実を図ります。 【小中学校、学校教育課】

≪活動指標》 ―

。「平日の読書時間 30分以上」の目標を定める学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

1校/16校 18校 /¶ 8校 6

一斉読書を行う学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

12校/16校 18校/18校

。「「
週間に I冊以上は本を読む」の目標を定める学校数

R5年度 (現状値) R¬ 1年度

10校/16校 18校/18校

5 p46注釈 2参照。

6母
数 18′1交は、大度分校 2校を含んだ数値。
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④ 各教科の授業内容にAじ た関連図書を紹介したり、学校行事の企画準備に図書館

資料を考用する等、学校図書館を計画的に利用し、児童生徒の主体的・意欲的な学

習活動を展開することで、読書の質の向上を図ります。 【小中学校】

② 学校において多様な子どもたちが豊かな読書を動を体験できるよう、一人一人の

教育的ニーズに痣じたアクセシブルな書籍等の整備を中央図書館と連携 して行う

とともに、学習指導妥領等にもとづき白発的な読書を促す指導が行われるための取

組を推進します。 【小中学校、学校教育課、中央図書館】

④ 児童生徒の矢口的活動を喚起し、様々な興味・関,こ にAえ る魅力的な学校図書館資

料7を 整備・充実させます。また、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、

特別活動において多様な教育活動を展開していくためにも、学校図書館資料を充実

し、児童生徒が健全に知識を深められるような資料構成と十分な資料規模を備えま

す。 【小中学校、学校教育課】

≪活動指標≫

。「学校図書館図書標準」を達成する学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

14校/16校 16校/16校

イ児童生徒が読書を楽しむのに十分な本がそろつていると思う」と答えた学校数

R5年度 (現状値) Rll生刊支

6校/18校 18校/18校

・「児童生徒が授業で活用できる本や資料などが十分にそろつていると思う」と答

えた学校数

R5年度 (現状値) Rll年度

4校/18校 18校/18校

④ 学校図書館間の相互貸借を検討します。 【小中学校、学校教育課】

⑮ 乳幼児から小中学生のいる施設 (教育・保育施設、小中学校等)を対象とした図

書整備への財源確保に努めます。【学校教育課、保育こども園課、こども未来課】

⑮ 新たな図書館を整備する際には、企画部署や子育て施策・福祉施策等の担当部局

等との連携・協力を図り、子どもとその親をはじめ、全ての市民に利用しやすい図

書館の整備を検討します。 【中央図書館】

7学校図書館法第2条に規定する図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育にX要な資料をいいます。
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⑪ 学校あ新増築を行う際には、国庫補助を活用し、「読書セシター」「学習センター」

「情報センター」の 3つの機能が果たせるような十分な広さのある学校図書館の整

備を行うように努めます。 【教育総務課】

④ 学校図書館が「読書センター」「学習センター」「情報センター」としての機能を

果たすためのインターネット環境や機器等の整備を行うように努めます。

【学校教育課、教育総務課】

④ 学校図書館と中央図書館の合同研修会等を実施します。

【学校教育課、小中学校、中央図書館】

⑩ 司書教諭は、学校図書館資料の選択 。収集 :提供のほか、学校図書館を活用した

教育を動の企画の実施、教育課程の編成に関する他教員への助宮等、学校図書館の

運営・濫用について中′せ的な役割を担うことから、 12学級以上の学校につぃては

確実に司書教諭の配置8を 行った上で、司書教諭が学校図書館に係る業務 t手 従事す

る時間を確保するよう努あます。 【小中学校、学校教育課、教育総務課】

① 学校司書は学校図書館の職務に従事する職員であり、司書教諭と連携しながら多

様な読書活動を企画・実施 したり、学校図書館サエビスの改善・充実を図る重要な

役割を担うことから専門性の確保がX妥であり、有資格者の配置に努めます。

【教育総務課】

≪活動指標≫

。司書資格を持つ学校司書の配置

R5年度 (現状値) Rll年度

9校/16校 16校/16校

8学
校図書館法第 5条及び附則第 2項の規定にもとづく政今により、平成 15年度以降、 12学級以上の学校に、司書

教諭をメず酉こ置しなければならないこととされています。
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子どもの読書活動の推進に関する法律

平成 13年 +2月 12日

法 律 第 154号

(目 的)

第一条 この法律は、子どもの読書濫動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する

必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ

計画的に推進 し、もって子 どもの健やかな成長に資することを目的とする。

(基本理念)

第二条 子ども (お おむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動は、子ども

が、宮業を学び、感性を磨 き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより

深 く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、

すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うこと

ができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。

(国 の責務)

第二条 画は、前条の基本理念 (以下「基本理念」という。)に のっとり、子どもの読

書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

(地方公共団体の責務 )

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、子どもの読書を動の推進に関する施策を策定 し、及び実施する責務を

有する。

(事業者の努力)

第五条 事業者は、その事業活動を行 うに当たっては、基本理念にのっとり、子ども

の読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努める

ものとする。

(保護者の役割)

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書濫動の機会の充実及び読書活動の習慣

化に積極的な役割を果たすものとする。

(関係機関等 との連携強化)

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体 との連携の強化その他撼妥

な体制の整備に努めるものとする。

(子 ども読書活動推進基本計画)

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 (以下「子ども読書を動推

進基本計画」 という。)を 策定 しなければならない。

2 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会

に報告するとともに、公表 しなければならない。

3 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。
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(者卜道府県子ども読書活動推進計画等)

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本 とするとともに、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子ど

もの読書濫動の推進に関する施策についての計画 (以下「者卜道府県子ども読書活動推

進計画」という。)を策定するよう努めなければならない。

2 市町村は、子ども読書活動推進基本計画 (都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書濫動推進基本計画及び都道府県子ども読書濫動推進

計画)を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等

を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画

(以下「市町村子 ども読書活動推進計画」という。)を 策定するよう努めなければな

らない。

3 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定 したときは、これを公表 しなければならない。

4 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書滑動推進

計画の変見について準用する。

(子 ども読書の日)

第十条 国民の間に広 く子どもの読書活動についての関′もと理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書濫動を行う意欲を高めるため、子 ども読書の日を設ける。

2 子ども読書の日は、四月二十二日とする。

3 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にしS、 さわ しい事業を実施するよう

努めなければならない。

(財政上の措置等)

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施する

ため養要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日か ら施行する。
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文字・活字文化振興法

平成 17年 7月 27日
法 律 第 91号

(目 的)

第一条 この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積 してきた矢口識及

び矢口患の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義の発達に欠くこと

のできないものであることにかんがみ、文字・活字文化の振興に関する基本理念を定

め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、文字・濫字文化の振

興に関する捲要な事項を定めることにより、我が国における文字・活字文化の振興に

関する施策の総合的な推進を図り、もって知的で,せ 豊かな国民生活及び活力ある社会

の実現に寄与することを目的とする。

(定義)

第二条 この法律において「文字・活字文化」とは、濫字その他の文字を用いて表現

されたもの (以下この条において「文章」という。)を読み、及び書くことを中Jdと

して行われる精神的な活動、出版活動その他の文章を人に提供するためのを動並びに

出版物その他のこれ らの活動の文化的所産をいう。

(基本理念)

第二条 文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、その自主性

を尊重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場において、居住

する地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等 しく豊かな文字・活字文化の

意沢を享受できる環境を整備することを旨として、行われなければならない。

2 文字・濫字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であることに十分配

慮されなければならない。

3 学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の患沢を享受することがで

きるようにするため、その教育の課程の全体を通 じて、読む力及び書く力並びにこれ

らの力を基礎 とする言語に関する能力 (以下「言語力」 という。)の涵養に十分配慮

されなければならない。

(国 の責務)

第四条 国は、前条の基本理念 (次条において「基本理念」 という。)に のっとり、文

字・活字文化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

(地方公共団体の責務 )

第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定 し、及び実施する責務を有

する。
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(関係機関等との連携強化)

第六条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑に実施さ

れるよう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体 との連携の強化その他蜂

要な体制の整備に努めるものとする。

(地域における文字・活字文化の振興)

第七条 市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対Aできるようにするた

め、勇要な数の公立図書館を設置し、及び迪切に配置するよう努めるものとする。

2 国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対 して適切な図書館奉仕を提供する

ことができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の充実、情報化の推

進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及び向上のためにX要な施策

を講ずるものとする。

3 国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行 う図書館の一般公衆への開

放、文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文字・活字文化の振

興に貢献する活動を促進するため、盤要な施策を講ずるよう努めるものとする。

4 前二項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文字・活字文

化の振興を図るため、文字・活字文化の振興に資する活動を行 う民間団体の支援その

他のX要な施策を講ずるものとする。

(学校教育における言語力の涵かん養)

第八条 国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵かん養が十分に図られ

るよう、効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために整要な施策を講ずると

ともに、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質の向上のために捲妥

な施策を講ずるものとする。

2 国及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵かん養に資する環境の整備

充実を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他の職員の充

実等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報化の推進等の物的条

件の整備等に関し雖要な施策を講ずるものとする。

(文字・活字文化の国際交流 )

第九条 国は、できるFRり 多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるようにする

とともに我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進するため、我が国においてそ

の文化が広く知 られていない外国の出版物の日本語への翻訳の支援、日本語の出版物

の外国語への経羽訳の支援その他の文字・活字文化の国際交流を促進するために必要な

施策を講ずるものとする。

(学術的出版物の普及)

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術研究の

成果についての出版の支援その他の盤要な施策を講ずるものとする。

(文字・活字文化の日)

第十一条 国民の間に広 く文字・活字文化についての関鳶と理解を深めるようにする

ため、文字・活字文化の日を設ける。

2 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。
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3 回及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にしS、 さわしい行事が

実施されるよう努めるものとする。

(財政上の措置等)

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施するた

め捲要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。
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視覚障害者等の読害環境の整備の推進に関する法律

今和元年 6月 28日

法 律 第 49号

第一章 総則

(目 的)

第一条 この法律は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し、基本理念を定め、

並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、基本計画の策定その他の

視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の基本 となる事項を定めること等

により、視覚障害者等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進 し、もって障害の

有無にかかわらず全ての国民が等 しく読書を通 じて文字・活字文化 (文字・活字文化

振興法 (平成十七年法律第九十一号)第二条に規定する文字・濫字文化をいう。)の 患

沢を享受することができる社会の実現に寄与することを目的とする。

(定義)

第二条 この法律において「視覚障害者等」とは、視覚障害、発達障害、肢体不自由そ

の他の障害により、書籍 (雑誌、新聞その他の刊行物を含む。以下同じ。)に ついて、

視覚による表現の試識が困難な者をいう。

2 この法律において「視覚障害者等が利用しやすい書籍」とは、点字図書、拡大図書

その他の視覚障害者等がその内容を容易に記識することができる書籍をいう。

3 この法律において「視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等」とは、電子書籍その

他の書籍に相当する文字、音声、点字等の電磁的記録 (電子的方式、磁気的方式その

他人の知覚によっては諷識することができない方式で作 られる記録をいう。第十一条

第二項及び第十二条第二項において同じ。)であって、電子計算機等を利用して視覚

障害者等がその内容を容易に調識することができるものをいう。

(基本理念)

第二条 視覚障害者等の読書環境の整備の推進は、次に掲げる事項を旨として行われな

ければならない。

一 視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等が視覚障害者等の読書に係る利便性の向

上に著 しく資する特性を有することに鑑み、情報通信その他の分野における先端的

な技術等を活用してネ見覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の普及が図られるとと

もに、視覚障害者等の需要を踏まえ、引き続き、視覚障害者等が利用しやすい書籍が

提供されること。

二 視覚障害者等が利用 しやすい書籍及び視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等

(以下「視覚障害者等が利用 しやすい書籍等」という。)の量的拡充及び質の向上が

図られること。

三 視覚障害者等の障害の種類及び程度にAじ た配慮がなされること。

(国 の責務)

第四条 回は、前条の基本理念にのっとり、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関

する施策を総合的に策定 し、及び実施する責務を有する。
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(地方公共団体の責務)

第五条 地方公共団体は、第二条の基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その

地域の実情を踏まえ、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を策定 し、

及び実施する責務を有する。

(財政上の措置等)

第六条 政府は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を実施するため舞

要な財政上の措置その他の措置を講 じなければならない。

第二章 基本計画等

(基本計画)

第七条 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関

する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、視覚障害者等の読書環境の整備の推

進に関する基本的な計画 (以下この章において「基本計画」 という。)を 定めなけれ

ばならない。

2 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策についての基本的な方針

二 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し政府が総合的かつ計画的に講ずべき

施策

二 前二号に掲げるもののほか、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するために踏要な事項

3 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定 しようとするときは、あらかじ

め、経済産業大臣、総務大臣その他の関係行政機関の長に協議 しなければならない。

4 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定 しようとするときは、あらかじ

め、視覚障害者等その他の関係者の意見を反映させるために捲要な措置を講ずるもの

とする。

5 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定 したときは、遅滞なく、これを

インターネットの利用その他迪切な方法により公表 しなければならない。

6 前三項の規定は、基本計画の変更について準用する。

(地方公共団体の計画)

第八条 地方公共団体は、基本計画を勘案 して、当該地方公共団体における視覚障害者

等の読書環境の整備の状況等を踏まえ、当該地方公共団体における視覚障害者等の読

書環境の整備の推進に関する計画を定めるよう努めなければならない。

2 地方公共団体は、前項の計画を定めようとするときは、あらかじめ、視覚障害者等

その他の関係者の意見を反映させるために捲要な措置を講ずるよう努めるものとする。

3 地方公共団体は、第一項の計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表するよう努

めなければならない。

4 前二項の規定は、第一項の計画の変兎について準用する。
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第二章 基本的施策

(視覚障害者等による図書館の利用に係る体制の整備等)

第九条 国及び地方公共団体は、公立図書館、大学及び高等専門学校の附属図書館並び

に学校図書館 (以下「公立図書館等」という。)並びに国立国会図書館について、各々

の果たすべき役割に痣 じ、点字図書館 とも連携 して、視覚障害者等が利用しやすい書

籍等の充実、視覚障害者等が利用しやすい書籍等の円滑な利用のための支援の充実そ

の他の視覚障害者等によるこれ らの図書館の利用に係る体制の整備が行われるよう、

雖要な施策を講ずるものとする。

2 回及び地方公共団体は、点字図書館について、視覚障害者等が利用しやすい書籍等

の充実、公立図書館等に対する視覚障害者等が利用 しやすい書籍等の利用に関する情

報提供その他の視覚障害者等が利用しやすい書籍等を視覚障害者が十分かつ円滑に利

用することができるようにするための取組の促進に雖要な施策を講ずるものとする。

(イ ンターネットを利用したサービスの提供体制の強化)

第十条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等がインターネットを利用して全国各地に

存する視覚障害者等が利用 しやすい書籍等を十分かつ円滑に利用することができるよ

うにするため、次に掲げる施策その他の撼要な施策を講ずるものとする。

一 点字図書館等から著作権法 (昭和四十五年法律第四十八号)第二十七条第二項又

は第二項本文の規定により製作される視覚障害者等が利用 しやすい電子書籍等 (以

下「特定電子書籍等」という。)であってインターネッ トにより送信することができ

るもの及び当該点字図書館等の有する視覚障害者等が利用 しやすい書籍等に関する

情報の提供を受け、 これ らをインターネッ トにより視覚障害者等に提供する全国的

なネッ トワークの運営に対する支援

二 視覚障害者等が利用しやすい書籍等に係るインターネットを利用したサービスの

提供についての国立国会図書館、前号のネットワニクを運営する者、公立図書館等、

点字図書館及び特定電子書籍等の製作を行 う者の間の連携の強化

(特定書籍及び特定電子書籍等の製作の支援)

第十一条 国及び地方公共団体は、著作権法第二十七条第一項又は第二項本文の規定に

より製作される視覚障害者等が利用しやすい書籍 (以下「特定書籍」という。)及び特

定電子書籍等の製作を支援するため、製作に係る基準の作成等のこれらの質の向上を

図るための取組に対する支援その他の捲要な施策を講ずるものとする。

2 回は、特定書籍及び特定電子書籍等の効率的な製作を促進するため、出版を行う者

(次条及び第十八条において「出版者」という。)か らの特定書籍又は特定電子書籍等

の製作を行う者に対する書籍に係る電磁的記録の提供 を促進するための環境の整備に

雖要な支援その他の蜂要な施策を講ずるものとする。

(視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販売等の促進等)

第十二条 国は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販売等が促進されるよう、

技術の進歩を通切に反映 した規格等の普及の促進、著作権者 と出版者 との契約に関す

る情報提供その他の必要な施策を講ずるものとする。

2 国は、書籍を購入 した視覚障害者等からの求めに痣 じて出版者が当該書籍に係る電

磁的記録の提供を行 うことその他の出版者からの視覚障害者等に対する書籍に係る電
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磁的記録の提供を促進するため、その環境の整備に関する関係者間における検討に対

する支援その他の雖要な施策を講ずるものとする。

(外国からの視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の人手のための環境の整備 )

第十二条 回は、視覚障害者等が、盲人、視覚障害者その他の印刷物の判読に障害のあ

る者が発行された著作物を利用する機会を促進するためのマラケシユ条約の枠組みに

基づき、視覚障害者等が利用 しやすい電子書籍等であってインターネットにより送信

することができるものを外国から十分かつ円滑に大手することができるよう、その人

手に関する相談体制の整備その他のその大手のための環境の整備について撼要な施策

を講ずるものとする。

(端末機器等及びこれに関する情報の大手の支援)

第十四条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等が利用 しやすと`電子書籍等を利用する

ための端末機器等及びこれに関する情報を視覚障害者等が大手することを支援するた

め、捲要な施策を講ずるものとする。

(情報通信技術の習得支援 )

第十五条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等が利用 しやすい電子書籍等を利用する

に当たって捲要となる情報通信技術を視覚障害者等が習得することを支援するため、

講習会及び巡回指導の実施の推進その他のX要な施策を講ずるものとする。

(研究開発の推進等)

第十六条 回は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等及びこれを利用するための端

末機器等について、視覚障害者等の利便性の一層の向上を図るため、これらに係る先

端的な技術等に関する研究開発の推進及びその成果の普及に捲要な施策を講ずるもの

とする。

(人材の育成等)

第十七条 国及び地方公共団体は、特定書籍及び特定電子書籍等の製作並びに公立図書

館等、国立国会図書館及び点字図書館における視覚障害者等が利用しやすい書籍等の

円滑な利用のための支援に係る人材の育成、資質の向上及び確保を図るため、研修の

実施の推進、広報活動の充実その他の必要な施策を講ずるものとする。

第四章 協議の場等

第十八条 国は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の効果的な推進を

図るため、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、総務省その他の関係行政機関の職

員、国立国会図書館、公立図書館等、点字図書館、第十条第一号のネットワークを運

営する者、特定書籍又は特定電子書籍等の製作を行う者、出版者、視覚障害者等その

他の関係者による協議の場を設けることその他関係者の連携協力に関し舛要な措置を

講ずるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。
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糸満市子どもの読書活動推進委員会設置妥綱

今和 4年 6月 24日
教育委員会告示第 4号

(設置)

第 1条 子どもの読書活動の推進に関する法律 (平成 13年法律第 154号)の規定

に基づき、子どもの読書濫動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め、糸満市子ども読書濫動推進委員会 (以下「委員会」 という。)を設置する。

(所掌事務)

第 2条 委員会は、糸満市における子どもの読書活動に関する次の事務を所掌する。

(1)糸満市子どもの読書活動推進計画 (案)を 策定 し、教育長へ提出すること。

(2)推進方策及び関係団体 との連携・協力のあり方について研究又は協議すること。

(3)市民への広報及び啓発について協議すること。

(4)糸満市子どもの読書活動推進計画について検証及び評価すること。

(5)そ の他子どもの読書活動推進に関し盤要なこと。

(組織 )

第 3条 委員会は、 10人以内で組織する。

2 委員は、次に掲げる者のうちから教育長が委嘱又は任命する。

(I)糸満市立小学校長代表

(2)糸満市立中学校長代表

(3)糸満市内こども園長代表

(4)糸満市教育委員代表

(5)糸満市社会教育委員代表

(6)糸満市立中央図書館協議会委員代表

(7)糸満市教育委員会教育部長

(8)糸満市教育委員会教育指導監

(9)糸満市立中央図書学長

(IO)糸満市役所こども未来部長

(II)そ の他教育長が記める者

(任期 )

第 4条 委員の任期は、委嘱又は任命された日からその日が属する年度の末日までと

する。

(委 員長及び副委員長)

第 5条 委員会に委員の互理により委員長及び副委員長を置く。

2 委員長は委員会を代表 し、会務を総括する。

3 副委員長は、委員会を補佐 し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときはその

職務を代理する。

(会議 )

第 6条 委員会は、雖要に庵 じて委員長が招集 し、委員長が議長を務める。

2 委員長は、挺妥 と認めるときは会議に委員以外の者を出席させ、意見又は説明を

求めることができる。
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(部会)

第 7条 委員長が挺要と誤めるときは、委員会に部会を置くことができる。

2 部会に属する委員及びその部会長は、委員会の中か ら委員長が指名する。

(意見等の聰取)

第 8条 委員会は、捲妥にAじ て、広 く意見を聰 くことができる。

(事務局)

第 9条 委員会の事務局は、糸満市教育委員会生涯学習課に置く。

(委任)

第 10条  この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関 し捲要な事項は、委員長

が別に定める。

附 則

この告示は、公布の日から施行する。

糸満市子どもの読書活動推進員名簿

(委嘱期間 :今和 6年 7月 26日 ～今和 7年 3月 31日 )

【事務局】

Nα 氏  名 所   属 備 考

| 宮 里 樹 糸満市教育委員会 教育部長 委 員 長

2 金 城   毅 糸満市立中央図書館 館長 副委員長

3 山 田 浩 也 糸満市立兼)成小学校 校長

4 親 泊 正 幸 糸満市立高嶺中学校 校長

5 仲 宗 根 愛 利 糸満市立喜屋武こども園 園長

6 長 嶺 美 香 糸満市教育委員

7 大 ナ成 英 孝 糸満市社会教育員

8 城 野 里 江 糸満市立中央図書館協議会委員

9 伊 敷 尚 也 糸満市教育委員会 教育指導監

10 真 栄 田由美 子 糸満市役所 こども未来部長

Nα 氏  名 所   属 備 考

| 大 城 尚 え 糸満市教育委員会生涯学習課 課長

2 山 城 美 香 糸満市教育委員会生涯学習課 主幹兼係長

3 古 堅 千 明 糸満市教育委員会生涯学習課 生涯学習係

4 大 城 美 奈 子 糸満市立中央図書館 副館長

5 山 城 聖 子 糸満市立中央図書館 管理係
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